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Ⅰ 調査概要 

１ 調査概要 

①調査目的 

本調査は、令和２年度に策定した「第３次泉佐野市地域福祉計画・地域福祉活動計画」及び平

成 30 年度に策定した「泉佐野市自殺対策推進計画」の見直しと改訂にあたり、市内で暮らす方々

の生活状況や地域との関係性、抱えている悩みや不安、求める福祉施策等を把握し、計画策定に

必要な基礎資料とすることを目的に実施しました。 

 

②調査設計と回収結果 

調査対象 市内在住の 18 歳以上の男女 

対象者数 2,000 人（無作為抽出） 

調査票法 郵送による配布・回収（ＷＥＢ回答を併用） 

調査期間 令和５年８月 14 日（月）～令和５年８月 25 日（金） 

回収数 

659 人（回収率：33.0％） 

・うち紙面回答 ：529 人（80.3％） 

・うちＷＥＢ回答：130 人（19.7％） 

 

２ 報告書の見方 

◇回答結果の割合「％」は有効サンプル数に対して、それぞれの回答数の割合を小数点以下第２

位で四捨五入したものです。そのため、単数回答（複数の選択肢から１つの選択肢を選ぶ方式）

であっても合計値が 100.0％にならない場合があります。このことは、本報告書内の分析文、

グラフ、表においても反映しています。 

◇複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合、回答は選択肢ごと

の有効回答数に対して、それぞれの割合を示しています。そのため、合計が 100.0％を超える

場合があります。 

◇図表中において「不明・無回答」とあるものは、回答が示されていない、または回答の判別が

困難なものです。 

◇図表中の「ｎ（number of case）」は、集計対象者総数（あるいは回答者限定設問の限定条件

に該当する人）を表しています。 

◇本文中の設問の選択肢は簡略化している場合があります。 
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Ⅱ 調査結果のまとめ 

１ 地域との関わり 

【結果のまとめ】 

○町会・自治会への加入状況〔問６〕について、全体では「入っている」は 66.3％、「入ってい

ない」は 23.5％となっています。世帯構成別で見た場合では【単身世帯】、居住形態別で見た

場合では【所有・集合住宅（マンション・アパート等）】や【賃貸・集合住宅（マンション・ア

パート等）】で「入っていない」が比較的高くなっています。 

○地域の行事やイベント、地域のお祭り等への参加状況〔問７〕について、『参加している』（「よ

く参加している」と「たまに参加している」の合算）は 39.7％、『参加していない』（「ほとん

ど参加していない」と「参加したことがない」の合算）は 58.9％となっています。 

○地域の人同士の気遣いや声かけができていると思うか〔問９〕について、全体では『思う』（「そ

う思う」と「どちらかといえばそう思う」の合算）は 67.7％、『思わない』（「どちらかといえ

ばそう思わない」と「そうは思わない」の合算）は 30.2％となっています。居住形態別で見た

場合、【賃貸・戸建て】や【賃貸・集合住宅（マンション・アパート等）】で『思わない』が比

較的高くなっています。 

○ご近所との関わり〔問 10〕について、全体では「あいさつ程度をする人がいる」が 40.4％で

最も高く、次いで「道で会うと話をする人がいる」が 33.4％、「お互いの家を訪問しあう人が

いる」が 14.1％となっています。年齢別で見た場合、若い世代では「あいさつ程度をする人が

いる」や「近隣で上記のような人はいない」が高く、高齢の世代では「道で会うと話をする人

がいる」が高くなっています。 

 

【まとめ】 

◆回答者の約７割が町会・自治会に加入していると回答していますが、単身世帯や集合住宅に住

んでいる場合には加入していないという回答が高くなっています。単身世帯や集合住宅は今後

も増加していくことが予想されるなか、地域で孤立してしまうことがないよう、地域とのつな

がりを保つための方策について検討することが求められます。 

◆ご近所との関わり方についても、深いかかわり方をしているという回答は前回調査よりも低く

なっており、地域のつながりの希薄化が伺えます。70～80 歳代という、町会や自治会など、地

域での活動を担っていただいている年齢層で深いつながりが見られる一方で、それ以外の年齢

層は道であった場合に話したり挨拶をする程度、30 歳代以下は関わりのある人は近隣にはい

ないという回答が多くみられます。深い関係を築くまではいかなくとも、顔の見える関係性を

ご近所と構築することで、いざという時に助け合える関係性にもつながる可能性があるため、

上述と同様、地域とのつながりを保つための方策について検討することが求められます。 
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２ 暮らしの中での悩み、相談支援や支えてくれる人 

【結果のまとめ】 

○日常生活で悩みや困りごとはあったか〔問 12〕について、「ない」は 49.8％、「少しある」は

29.4％、「ある」は 15.5％となっています。 

○悩みや困りごとの内容〔問 13〕について、全体では「経済的な問題」（32.4％）や「自分の病

気の悩み」（32.1％）が高くなっています。性・年齢別で見た場合、男性は、若い世代で「仕事

の不振」や「職場の人間関係」についての回答割合が高くなっています。一方で女性は、30～

40 歳代で「子育てに関すること」の割合が高くなっています。また、男女ともに、30 歳代を

中心として「経済的な問題」が高くなっているほか、50 歳代以降より「家族の介護・看病等」、

70 歳代以降より「自身の病気の悩み」が高くなっています。なお、30 歳代では「孤独感に関

すること」も他の年齢層と比べて高くなっています。 

○不安や悩みがあるときに相談する相手〔問 16〕について、全体では「同居の家族や親族」が

64.2％で最も高く、次いで「友人や同僚」が 41.0％、「別居の家族や親族」が 32.2％となって

います。近所との関わりで見た場合では、【近隣で上記のような人はいない】で「相談したいが

できない」が 15.3％と高くなっています。また、性・年齢別で見た場合、男女ともに 20～40

歳代において「相談したいができない」が高くなっています。 

○悩みやストレスを感じた時の相談方法として、全体では『利用意向がある』（「実際にしたこと

はないが利用すると思う」と「利用したことがある」の合算）を見ると、《直接会って相談する

（訪問相談含む）》は 48.1％、《電話を利用して相談する》は 40.9％、《メールを利用して相談

する》は 22.9％、《LINE や Facebook など個人情報と紐づけられた SNS を利用して相談する》

は 19.0％、《Twitter や掲示板など匿名の手段を利用してインターネット上の不特定多数に発信

する》は 5.6％、《インターネットを利用して解決法を検索する》は 41.7％となっています。

性・年齢別で見た場合、男女ともに若い世代で《LINE や Facebook など個人情報と紐づけら

れた SNS を利用して相談する》で『利用意向がある』が高くなっています。 

 

【まとめ】 

◆抱えている悩みは、健康・経済問題といった全年齢共通のものや、仕事の問題、介護の問題な

ど、ライフステージに応じた悩みもみられるため、ターゲットに応じた支援の実施は不可欠で

す。 

◆「１ 地域との関わり」でも言及したとおり、地域のつながりの希薄化がみられるなか、特に

若い世代を中心として孤独感の高まりが伺えます。これらの層は不安や悩みがあるときに相談

したくてもできない傾向もみられ、支援の手が差し伸べられない結果として追い込まれてしま

うことも懸念されるため、地域との連携のもとで困っている方を見つけ、手を差し伸べること

のできる仕組みづくりも重要となります。 

◆不安や悩みを相談したいと回答した方は一定数みられます。多くは親しい方に相談すると回答

していますが、公的機関が提供する相談サービスについても利用意向はみられ、面談や電話で
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の相談に対する意向が多い中、個人を特定できるタイプの SNS を介した相談については若い

世代を中心として利用意向が見られます。日中に活動しているためにリアルタイムでの相談が

難しい方や、外出や直接の相談が難しいと感じる方もいることが想定されるため、利用しやす

い相談サービスのあり方についても検討が必要です。 
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３ 自殺対策 

【結果のまとめ】 

○自殺をしようと考えた経験〔問 22〕について、全体では「考えたことはない」は 59.9％、「死

にたい気持ちになったことがある」が 24.9％、「実際に自殺しようと考えたことがある」が 3.2％

で、『自殺に関する考えを抱いたことがある』（「死にたい気持ちになったことがある」と「実際

に自殺しようと考えたことがある」の合算）は 28.1％となっています。世帯構成別で見た場合、

【三世代世帯】で「死にたい気持ちになったことがある」、【単身世帯】で「実際に自殺しよう

と考えたことがある」が他の世帯構成と比べて高くなっているほか、性・年齢別で見た場合、

男女ともに 30 歳代で『自殺に関する考えを抱いたことがある』が他の年齢層と比べて高くな

っています。 

○自殺をしたいと思った時期〔問 24〕について、全体では「20 代」が 16.8％で最も高く、次い

で「中学生のころ」が 16.2％、「30 代」が 12.4％となっています。年齢別で見た場合、30 歳

代以下は中学生・高校生の頃、40～60 歳代は 30～40 歳代の頃、70 歳以上は 70 歳代以降とい

う回答割合が高くなっています。 

○自殺をしたいと思うに至った原因について、全体では「家族関係の不和」が 33.0％で最も高く、

次いで「経済的な問題」が 21.6％、「学校に関するもの（いじめ、学業不振等）」が 20.0％とな

っています。性・年齢別で見た場合、男性は 40～50 歳代で「仕事の不振」、女性は 40～60 歳

代で「家族関係の不和」が高くなっています。また、男性は 40 歳代、女性は 20 歳代や 90 歳

以上において「孤独感に関すること」も高くなっています。なお、自殺念慮別で見た場合、【実

際に自殺しようと考えたことがある】で「経済的な問題」や「孤独感に関すること」が高くな

っています。 

○自殺を思いとどまれた理由〔問 26〕について、全体では「我慢した」が 45.9％と最も高く、次

いで「家族や友人、職場の同僚など身近な人に悩みを聞いてもらった」が 29.7％、「家族や恋

人など身近な人が悲しむことを考えた」が 20.0％となっています。なお、「自殺を試みたが、

死にきれなかった」は 5.4％（10 名）の回答がありました。 

○自殺対策に求められるもの〔問 27〕について、「相談体制の充実」が 37.2％で最も高く、次い

で「相談窓口情報などの発信」が 25.2％、「自殺予防に関する広報・啓発」が 18.8％となって

います。 
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【まとめ】 

◆自殺を考えるに至ってしまう背景は様々ですが、家庭問題や経済問題が背景となっているケー

スが多くみられます。特に女性については、40～60 歳代で家庭問題に悩んでいる方が多く、

パートナーとの不和が背景にあると考えられるため、家庭での問題について相談できる窓口の

周知など、女性のための支援策の充実が必要となります。 

◆自殺を考えるに至ってしまう時期については、思春期の頃、働き盛りの頃、リタイア以降とい

った３つの時期が調査結果より伺えます。思春期の頃は学校での友人関係や学業に関する悩み、

働き盛りの頃は労働環境に関する悩み、リタイア以降はパートナーとの離別や生きがいの喪失

などが背景として考えられるため、ライフステージに応じた自殺対策を推進していくことが求

められます。 

◆性別問わず、若い年代において孤独感を抱えている方が一定数みられます。特に単身世帯にお

いて孤独感を感じているという回答が多くなっていますが、周囲とのつながりが希薄なために

助けを求めることができないという背景が伺えることより、アウトリーチや気軽に利用できる

相談サービスの提供など、孤立している方をすくい上げるための支援のあり方について検討が

必要です。 
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４ 今後の取り組み 

【結果のまとめ】 

○地域での福祉活動を盛り上げるために特に必要な取り組み〔問 28〕について、全体では「健康

や福祉についての情報提供を充実させる」が 32.5％、「高齢者や障害者を支えるサービスに従

事する人材の確保」が 30.5％、「人が集まり、気軽に相談できる場や機会をつくる」が 30.2％

となっています。年齢別で見た場合、若い世代では「子どもを育てながらも就労できるような

子育て支援策を充実させる」や「子どもが様々な経験を積んで成長できる機会をつくる」、高齢

の世代では「高齢者や障害者を支えるサービスに従事する人材の確保」が高くなっています。 

○地域の福祉課題として取り組みが必要だと思うテーマ〔問 29〕について、全体では「ヤングケ

アラー（家族の世話や介護をしている子ども・若者）への支援」が 48.0％で最も高く、次いで

「様々な事情で学校に行きづらい子どもへの支援」が 41.7％、「公的機関・相談窓口の連携強

化及び窓口体制の強化」が 33.4％となっています。年齢別で見た場合、若い世代では「様々な

事情で学校に行きづらい子どもへの支援」、高齢の世代では「公的機関・相談窓口の連携強化及

び窓口体制の強化」が高くなっています。なお、若い世代では「性的多様性に対する理解・配

慮」や「外国人住民の言語や文化に対する理解・配慮」も高くなっています。 

 

【まとめ】 

◆地域の福祉活動を盛り上げるために求めることとしては、各年齢層に応じた取り組みを推進し

てほしいという意見が多くみられます。子育て世帯には子育て支援、高齢者には介護・高齢者

福祉の充実など、関心に応じた支援を実施することが求められています。 

◆取り組むべき福祉課題については、ヤングケアラーや不登校への対応が重要であるという意見

が多くみられます。これらの問題は、個人ではなく家庭単位での支援が必要となる一方、家庭

への介入が難しいために問題を把握することが難しいという課題があります。また、若い世代

を中心として、性的多様性への対応や、外国人住民への対応を重要視する意見もみられること

より、教育部門や人権政策部門とも連携しながら、複合的な課題に対応できる体制を強化して

いくことが求められます。 
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Ⅲ 調査結果 

１ 回答者の基本属性 

回答方法 

回答方法についてみると、全体では「紙面回答」が 80.3％、「WEB 回答」が 19.7％となっていま

す。年齢別でみると、全ての年齢層で「紙面回答」が最も高くなっていますが、40 歳代以下では

「WEB 回答」の割合が３～４割で、全体と比べて高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１ あなたの年齢について教えてください。 

回答者の年齢についてみると、全体では「70 歳代」が 22.2％と最も高く、次いで「60 歳代」

が 17.1％、「50 歳代」が 15.8％となっています。 
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問１ あなたの性別について教えてください。 

回答者の性別についてみると、全体では「女」が 57.2％と最も高く、次いで「男」が 39.2％、

「答えたくない」が 0.5％となっています。 

 

 

問２ あなたのお住まいの小学校区を教えてください。（ひとつだけ○） 

お住まいの小学校区についてみると、全体では「日根野小学校区」が 12.9％と最も高く、次いで

「第二小学校区」が 11.7％、「中央小学校区」が 9.7％となっています。 
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全体（N=659）
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問３ あなたと同居している人を教えてください。（あてはまるすべてに○） 

同居している人についてみると、全体では「配偶者」が 60.4％と最も高く、次いで「子ども」が

42.9％、「いない（単身世帯）」が 15.5％となっています。 

 

  

60.4 

42.9 

8.6 

12.9 

0.5 

1.5 

6.7 

0.2 

4.2 

3.2 

15.5 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80%

配偶者

子ども

実父

実母

義父

義母

実の兄弟姉妹

義理の兄弟姉妹

孫

その他

いない（単身世帯）

不明・無回答

全体（N=659）
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参考：調査結果の世帯構成分類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：「ひとり親世帯」に該当する回答者の年齢割合 

 

 

 

 

 

 

 

※選択肢「子ども」のみを回答した方をひとり親世帯として抽出している 

  

2.2 11.1 13.3 15.6 35.6 13.3 6.7 2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ひとり親（N=45）

20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代

50歳代 60歳代 70歳代 80歳代

90歳代 不明・無回答

25.2

39.9

7.6

15.5

6.8

3.0

2.0

0% 20% 40% 60%

夫婦のみ

二世代世帯

三世代世帯

単身世帯

ひとり親世帯

その他

分類不可

全体（N=659）
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問４ あなたの職業を教えてください。（ひとつだけ○） 

職業についてみると、全体では「無職（求職していない）」が 24.6％と最も高く、次いで「勤め

ている（管理職以外）」が 17.5％、「パート・アルバイト」が 15.6％となっています。 

 

問５ あなたの家の居住形態を教えてください。（ひとつだけ○） 

居住形態についてみると、全体では「所有・戸建て」が 69.3％と最も高く、次いで「賃貸・集合

住宅（マンション・アパート等）」が 16.1％、「所有・集合住宅（マンション・アパート等）」が 8.3％

となっています。 

 

6.2 

4.6 

17.5 

5.9 

1.1 

15.6 

14.1 

2.4 

2.6 

2.7 

24.6 

2.7 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

会社・団体などの役員

勤めている（管理職）

勤めている（管理職以外）

自営業・自由業

人材派遣

パート・アルバイト

専業主婦・主夫

学生

その他

無職（求職中）

無職（求職していない）

不明・無回答

全体（N=659）

69.3 8.3 2.6 16.1 1.7 2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=659）

所有・戸建て

所有・集合住宅（マンション・アパート等）

賃貸・戸建て

賃貸・集合住宅（マンション・アパート等）

その他

不明・無回答
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２ 地域との関わり 

問６ あなたの世帯は、町会・自治会に入っていますか。（ひとつだけ○） 

町会・自治会への加入状況についてみると、全体では「入っている」が 66.3％と最も高く、次い

で「入っていない」が 23.5％、「わからない」が 7.9％となっています。 

なお、前回結果との大きな違いは見られません。 

 

 

 

 

 

 

世帯構成別 

世帯構成別でみると、【夫婦のみ】では「入っている」が 71.7％、【二世代世帯】では「入って

いる」が 66.5％、【三世代世帯】では「入っている」が 86.0％、【単身世帯】では「入っている」

が 49.0％、【ひとり親世帯】では「入っている」が 75.6％とそれぞれ最も高くなっています。 

 

  

66.3

69.8

23.5

20.6

7.9

8.7

2.3

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（N=659）

前回結果（N=620）

入っている 入っていない わからない 不明・無回答

入っている
入っていな
い

わからない
不明・無回
答

夫婦のみ
（N=166）

71.7 22.3 4.2 1.8

二世代世帯
（N=263）

66.5 24.0 8.7 0.8

三世代世帯
（N=50）

86.0 14.0 0.0 0.0

単身世帯
（N=102）

49.0 32.4 18.6 0.0

ひとり親世帯
（N=45）

75.6 24.4 0.0 0.0

その他
（N=20）

70.0 20.0 10.0 0.0

世
帯
構
成
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居住形態別 

居住形態別でみると、いずれの居住形態においても「入っている」がそれぞれ最も高くなって

います。個別でみると、【所有・戸建て】では「入っている」が 76.6％、【所有・集合住宅（マン

ション・アパート等）】では「入っている」が 50.9％、【賃貸・戸建て】では「入っている」が

52.9％、【賃貸・集合住宅（マンション・アパート等）】では「入っている」が 40.6％となってい

ます。 

 

近所との関わり 

近所との関わり別でみると、近所との関わり別でみると、近所と何らかの関わりのある方が

「入っている」の割合がそれぞれ最も高くなっており、関りが深いほど、その割合は高くなって

います。 

個別にみると、【お互いの家を訪問しあう人がいる】では「入っている」が 84.9％、【道で会う

と話をする人がいる】では「入っている」が 76.4％、【あいさつ程度をする人がいる】では「入

っている」が 62.4％、【近隣で上記のような人はいない】では「入っていない」が 42.4％とそれ

ぞれ最も高くなっています。 

 

  

N= 入っている
入っていな
い

わからない
不明・無回
答

所有・戸建て
（N=457）

76.6 19.7 3.1 0.7

所有・集合住宅
（マンション・ア
パート等）
（N=55）

50.9 36.4 12.7 0.0

賃貸・戸建て
（N=17）

52.9 23.5 23.5 0.0

賃貸・集合住宅
（マンション・ア
パート等）
（N=106）

40.6 36.8 21.7 0.9

居
住
形
態

N= 入っている
入っていな
い

わからない
不明・無回
答

お互いの家を訪
問しあう人がいる
（N=93）

84.9 14.0 1.1 0.0

道で会うと話をす
る人がいる
（N=220）

76.4 19.5 3.2 0.9

あいさつ程度をす
る人がいる
（N=266）

62.4 26.3 9.8 1.5

近隣で上記のよ
うな人はいない
（N=59）

30.5 42.4 27.1 0.0

近
所
と
の
関
わ
り
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問７ あなたは、町内会や子ども会、福祉委員会の行事やイベント、地域のお祭り等に参

加したことはありますか。（ひとつだけ○） 

地域の行事やイベント、地域のお祭り等への参加状況についてみると、全体では「参加したこと

がない」が 32.2％と最も高く、次いで「ほとんど参加していない」が 26.7％、「たまに参加してい

る」が 26.6％となっています。 

 

近所との関わり 

近所との関わり別でみると、【お互いの家を訪問しあう人がいる】では「たまに参加している」

が 38.7％、【道で会うと話をする人がいる】では「たまに参加している」が 34.5％、【あいさつ

程度をする人がいる】では「参加したことがない」が 43.2％、【近隣で上記のような人はいない】

では「参加したことがない」が 76.3％とそれぞれ最も高くなっています。 

 

  

13.1 26.6 26.7 32.2 1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=659）

よく参加している たまに参加している

ほとんど参加していない 参加したことがない

不明・無回答

N=
よく参加し
ている

たまに参加
している

ほとんど参
加していな
い

参加したこ
とがない

不明・無回
答

お互いの家を訪
問しあう人がいる
（N=93）

30.1 38.7 20.4 10.8 0.0

道で会うと話をす
る人がいる
（N=220）

20.0 34.5 27.7 17.3 0.5

あいさつ程度をす
る人がいる
（N=266）

3.8 21.1 32.0 43.2 0.0

近隣で上記のよ
うな人はいない
（N=59）

3.4 5.1 15.3 76.3 0.0

近
所
と
の
関
わ
り
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問８ 将来も現在の地域で暮らしていきたいと思いますか。（ひとつだけ○） 

定住意向についてみると、全体では「暮らしたい」が 44.5％と最も高く、次いで「できれば暮ら

したい」が 30.3％、「わからない」が 17.0％となっています。 

 

年齢別 

年齢別でみると、40 歳代以下では「できれば暮らしたい」がそれぞれ最も高く、50 歳代以上

では「暮らしたい」がそれぞれ最も高くなっています。 

個別にみると、【20 歳未満】では「できれば暮らしたい」が 55.6％、【20 歳代】では「できれ

ば暮らしたい」が 38.1％、【30 歳代】では「できれば暮らしたい」が 41.3％、【40 歳代】では

「できれば暮らしたい」が 40.7％、【50 歳代】では「暮らしたい」が 38.5％、【60 歳代】では

「暮らしたい」が 41.6％、【70 歳代】では「暮らしたい」が 60.3％、【80 歳代】では「暮らした

い」が 54.5％、【90 歳以上】では「暮らしたい」が 62.5％とそれぞれ最も高くなっています。 

 

  

44.5 30.3 4.7 

2.0 

17.0 1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=659）

暮らしたい できれば暮らしたい あまり暮らしたくない

暮らしたくない わからない 不明・無回答

N= 暮らしたい
できれば暮
らしたい

あまり暮ら
したくない

暮らしたく
ない

わからない
不明・無回
答

20歳未満
（N=9）

22.2 55.6 11.1 0.0 11.1 0.0

20歳代
（N=42）

16.7 38.1 2.4 7.1 35.7 0.0

30歳代
（N=46）

39.1 41.3 0.0 0.0 19.6 0.0

40歳代
（N=91）

37.4 40.7 2.2 1.1 18.7 0.0

50歳代
（N=104）

38.5 29.8 10.6 4.8 16.3 0.0

60歳代
（N=113）

41.6 31.0 4.4 0.9 20.4 1.8

70歳代
（N=146）

60.3 20.5 3.4 1.4 11.6 2.7

80歳代
（N=66）

54.5 28.8 4.5 0.0 9.1 3.0

90歳以上
（N=16）

62.5 12.5 18.8 0.0 6.3 0.0

年
齢
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居住形態別 

居住形態別でみると、【所有・戸建て】では「暮らしたい」が 51.9％、【所有・集合住宅（マン

ション・アパート等）】では「暮らしたい」が 40.0％、【賃貸・戸建て】では「できれば暮らした

い」が 41.2％、【賃貸・集合住宅（マンション・アパート等）】では「できれば暮らしたい」が

33.0％となっています。 

 

 

自治会参加 

自治会参加状況別でみると、【入っている】では「暮らしたい」が 51.3％、【入っていない】で

は「暮らしたい」が 36.1％、【わからない】では「わからない」が 34.6％となっています。 

 

  

N= 暮らしたい
できれば暮
らしたい

あまり暮ら
したくない

暮らしたく
ない

わからない
不明・無回
答

所有・戸建て
（N=457）

51.9 30.4 5.0 0.7 12.0 0.0

所有・集合住宅
（マンション・ア
パート等）
（N=55）

40.0 32.7 1.8 0.0 25.5 0.0

賃貸・戸建て
（N=17）

23.5 41.2 11.8 5.9 17.6 0.0

賃貸・集合住宅
（マンション・ア
パート等）
（N=106）

22.6 33.0 4.7 7.5 32.1 0.0

居
住
形
態

N= 暮らしたい
できれば暮
らしたい

あまり暮ら
したくない

暮らしたく
ない

わからない
不明・無回
答

入っている
（N=437）

51.3 30.0 3.9 1.1 13.7 0.0

入っていない
（N=155）

36.1 32.9 5.8 3.2 21.9 0.0

わからない
（N=52）

21.2 30.8 7.7 5.8 34.6 0.0

自
治
会
参
加
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近所との関わり 

近所との関わり別でみると、近所と何らかの関わりのある方が「暮らしたい」の割合がそれぞ

れ最も高くなっており、関りが深いほど、その割合は高くなっています。 

個別にみると、【お互いの家を訪問しあう人がいる】では「暮らしたい」が 63.4％、【道で会う

と話をする人がいる】では「暮らしたい」が 51.4％、【あいさつ程度をする人がいる】では「暮

らしたい」が 38.7％、【近隣で上記のような人はいない】では「わからない」が 39.0％とそれぞ

れ最も高くなっています。 

 

  

N= 暮らしたい
できれば暮
らしたい

あまり暮ら
したくない

暮らしたく
ない

わからない
不明・無回
答

お互いの家を訪
問しあう人がいる
（N=93）

63.4 28.0 2.2 0.0 6.5 0.0

道で会うと話をす
る人がいる
（N=220）

51.4 30.5 5.9 0.5 11.4 0.5

あいさつ程度をす
る人がいる
（N=266）

38.7 33.5 4.9 2.6 20.3 0.0

近隣で上記のよ
うな人はいない
（N=59）

22.0 27.1 3.4 8.5 39.0 0.0

近
所
と
の
関
わ
り
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問９ あなたがお住いの地域の人々は日ごろから互いに気遣ったり声をかけあっていると

思いますか。（ひとつだけ○） 

地域の人同士の気遣いや声かけができていると思うかについてみると、全体では「どちらかとい

えばそう思う」が 42.8％と最も高く、次いで「そう思う」が 24.9％、「どちらかといえばそう思わ

ない」が 19.1％となっています。 

 

  

24.9 42.8 19.1 11.1 2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=659）

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そうは思わない

不明・無回答
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居住地区 

居住地区別でみると、【第一小学校区】では「どちらかといえばそう思う」が 60.7％、【第二小

学校区】では「どちらかといえばそう思う」が 46.8％、【第三小学校区】では「どちらかといえ

ばそう思う」が 34.6％、【日新小学校区】では「どちらかといえばそう思う」が 45.8％、【北中

小学校区】では「そう思う」が 37.1％、【長坂小学校区】では「そう思う」が 32.7％、【日根野

小学校区】では「どちらかといえばそう思う」が 43.5％、【長南小学校区】では「どちらかとい

えばそう思う」が 45.8％、【上之郷小学校区】では「そう思う」が 50.0％、【大木小学校区】で

は「そう思う」が 33.3％、【佐野台小学校区】では「どちらかといえばそう思う」が 45.2％、【末

広小学校区】では「どちらかといえばそう思う」が 38.0％、【中央小学校区】では「どちらかと

いえばそう思う」が 48.4％とそれぞれ最も高くなっています。 

 

  

N= そう思う
どちらかと
いえばそう
思う

どちらかと
いえばそう
思わない

そうは思わ
ない

不明・無回
答

第一小学校区
（N=56）

8.9 60.7 16.1 10.7 3.6

第二小学校区
（N=77）

19.5 46.8 27.3 6.5 0.0

第三小学校区
（N=26）

19.2 34.6 30.8 11.5 3.8

日新小学校区
（N=59）

23.7 45.8 18.6 11.9 0.0

北中小学校区
（N=35）

37.1 25.7 20.0 8.6 8.6

長坂小学校区
（N=49）

32.7 28.6 28.6 8.2 2.0

日根野小学校区
（N=85）

28.2 43.5 18.8 9.4 0.0

長南小学校区
（N=48）

27.1 45.8 18.8 6.3 2.1

上之郷小学校区
（N=14）

50.0 42.9 0.0 0.0 7.1

大木小学校区
（N=6）

33.3 33.3 33.3 0.0 0.0

佐野台小学校区
（N=31）

38.7 45.2 12.9 3.2 0.0

末広小学校区
（N=50）

28.0 38.0 16.0 18.0 0.0

中央小学校区
（N=64）

20.3 48.4 10.9 14.1 6.3

居
住
地
区
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職業別 

職業別でみると、いずれの職業においても「どちらかといえばそう思う」が最も高くなってい

ます。個別にみると、【正規雇用】では「どちらかといえばそう思う」が 46.2％、【自営業・非正

規雇用】では「どちらかといえばそう思う」が 48.3％、【専業主婦・主夫・学生・その他】では

「どちらかといえばそう思う」が 39.7％となっています。 

 

 

居住形態別 

居住形態別でみると、【所有・戸建て】では「どちらかといえばそう思う」が 46.0％、【所有・

集合住宅（マンション・アパート等）】では「どちらかといえばそう思う」が 34.5％、【賃貸・戸

建て】では「どちらかといえばそう思う」が 41.2％、【賃貸・集合住宅（マンション・アパート

等）】では「どちらかといえばそう思う」が 37.7％となっています。 

  

N= そう思う
どちらかと
いえばそう
思う

どちらかと
いえばそう
思わない

そうは思わ
ない

不明・無回
答

正規雇用
（N=186）

17.7 46.2 22.6 12.9 0.5

自営業・非正規
雇用
（N=149）

22.1 48.3 19.5 10.1 0.0

専業主婦・主夫・
学生・その他
（N=126）

27.0 39.7 21.4 9.5 2.4

職
業
別

N= そう思う
どちらかと
いえばそう
思う

どちらかと
いえばそう
思わない

そうは思わ
ない

不明・無回
答

所有・戸建て
（N=457）

27.6 46.0 19.0 7.0 0.4

所有・集合住宅
（マンション・ア
パート等）
（N=55）

25.5 34.5 30.9 7.3 1.8

賃貸・戸建て
（N=17）

5.9 41.2 23.5 29.4 0.0

賃貸・集合住宅
（マンション・ア
パート等）
（N=106）

17.9 37.7 15.1 29.2 0.0

居
住
形
態
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自治会参加 

自治会への参加状況別でみると、いずれにおいても「どちらかといえばそう思う」が最も高く

なっています。個別にみると、【入っている】では「どちらかといえばそう思う」が 45.3％、【入

っていない】では「どちらかといえばそう思う」が 38.1％、【わからない】では「どちらかとい

えばそう思う」が 46.2％となっています。 

 

 

  

N= そう思う
どちらかと
いえばそう
思う

どちらかと
いえばそう
思わない

そうは思わ
ない

不明・無回
答

入っている
（N=437）

31.4 45.3 16.7 5.7 0.9

入っていない
（N=155）

12.9 38.1 23.9 25.2 0.0

わからない
（N=52）

9.6 46.2 26.9 17.3 0.0

自
治
会
参
加
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問 10 ご近所との関わりについて、一番近いと思うものを教えてください。（ひとつだけ

○） 

ご近所との関わりについてみると、全体では「あいさつ程度をする人がいる」が 40.4％と最も高

く、次いで「道で会うと話をする人がいる」が 33.4％、「お互いの家を訪問しあう人がいる」が 14.1％

となっています。 

前回結果と比較すると、「お互いの家を訪問しあう人がいる」が 7.4 ポイント減少しています。 

 

 

 

 

 

 

年齢別 

年齢別にみると、【20 歳未満】では「あいさつ程度をする人がいる」が 66.7％、【20 歳代】で

は「あいさつ程度をする人がいる」が 57.1％、【30 歳代】では「あいさつ程度をする人がいる」

が 45.7％、【40 歳代】では「道で会うと話をする人がいる」が 46.2％、【50 歳代】では「あいさ

つ程度をする人がいる」が 45.2％、【60 歳代】では「あいさつ程度をする人がいる」が 41.6％、

【70 歳代】では「あいさつ程度をする人がいる」が 34.9％、【80 歳代】では「道で会うと話を

する人がいる」が 34.8％、【90 歳以上】では「道で会うと話をする人がいる」が 37.5％とそれ

ぞれ最も高くなっています。 

  

N=

お互いの
家を訪問し
あう人がい
る

道で会うと
話をする人
がいる

あいさつ程
度をする人
がいる

近隣で上
記のような
人はいない

その他
不明・無回
答

20歳未満
（N=9）

0.0 11.1 66.7 22.2 0.0 0.0

20歳代
（N=42）

2.4 14.3 57.1 26.2 0.0 0.0

30歳代
（N=46）

6.5 30.4 45.7 17.4 0.0 0.0

40歳代
（N=91）

4.4 46.2 38.5 11.0 0.0 0.0

50歳代
（N=104）

9.6 35.6 45.2 8.7 0.0 1.0

60歳代
（N=113）

9.7 35.4 41.6 8.8 0.9 3.5

70歳代
（N=146）

28.1 28.1 34.9 2.1 2.1 4.8

80歳代
（N=66）

27.3 34.8 31.8 3.0 0.0 3.0

90歳以上
（N=16）

12.5 37.5 31.3 12.5 6.3 0.0

年
齢

14.1

21.5

33.4

33.1

40.4

35.5

9.0

4.2

0.8

1.3

2.4

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（N=659）

前回結果（N=620）

お互いの家を訪問しあう人がいる 道で会うと話をする人がいる

あいさつ程度をする人がいる 近隣で上記のような人はいない

その他 不明・無回答
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居住地区 

居住地区別にみると、【第一小学校区】では「あいさつ程度をする人がいる」が 51.8％、【第二

小学校区】では「あいさつ程度をする人がいる」が 44.2％、【第三小学校区】では「あいさつ程

度をする人がいる」が 42.3％、【日新小学校区】では「あいさつ程度をする人がいる」が 40.7％、

【北中小学校区】では「あいさつ程度をする人がいる」が 40.0％、【長坂小学校区】では「あい

さつ程度をする人がいる」が 51.0％、【日根野小学校区】では「あいさつ程度をする人がいる」

が 43.5％、【長南小学校区】では「道で会うと話をする人がいる」が 39.6％、【上之郷小学校区】

では「道で会うと話をする人がいる」が 57.1％、【大木小学校区】では「お互いの家を訪問しあ

う人がいる」「道で会うと話をする人がいる」がともに 33.3％、【佐野台小学校区】では「道で会

うと話をする人がいる」が 54.8％、【末広小学校区】では「あいさつ程度をする人がいる」が 44.0％、

【中央小学校区】では「道で会うと話をする人がいる」が 35.9％とそれぞれ最も高くなってい

ます。 

 

  

N=

お互いの
家を訪問し
あう人がい
る

道で会うと
話をする人
がいる

あいさつ程
度をする人
がいる

近隣で上
記のような
人はいない

その他
不明・無回
答

第一小学校区
（N=56）

7.1 32.1 51.8 5.4 0.0 3.6

第二小学校区
（N=77）

9.1 37.7 44.2 7.8 1.3 0.0

第三小学校区
（N=26）

15.4 23.1 42.3 15.4 0.0 3.8

日新小学校区
（N=59）

13.6 39.0 40.7 5.1 1.7 0.0

北中小学校区
（N=35）

25.7 17.1 40.0 11.4 2.9 2.9

長坂小学校区
（N=49）

18.4 24.5 51.0 6.1 0.0 0.0

日根野小学校区
（N=85）

11.8 36.5 43.5 5.9 1.2 1.2

長南小学校区
（N=48）

10.4 39.6 37.5 6.3 2.1 4.2

上之郷小学校区
（N=14）

14.3 57.1 21.4 0.0 0.0 7.1

大木小学校区
（N=6）

33.3 33.3 16.7 16.7 0.0 0.0

佐野台小学校区
（N=31）

12.9 54.8 22.6 3.2 0.0 6.5

末広小学校区
（N=50）

18.0 28.0 44.0 8.0 0.0 2.0

中央小学校区
（N=64）

21.9 35.9 28.1 7.8 0.0 6.3

居
住
地
区
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世帯構成別 

世帯構成別にみると、【夫婦のみ】では「あいさつ程度をする人がいる」が 40.4％、【二世代世

帯】では「あいさつ程度をする人がいる」が 44.9％、【三世代世帯】では「道で会うと話をする

人がいる」が 50.0％、【単身世帯】では「あいさつ程度をする人がいる」が 36.3％、【ひとり親

世帯】では「あいさつ程度をする人がいる」が 42.2％とそれぞれ最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の関わり別（気遣いや声がけをしあっているか） 

地域の関り別でみると、【そう思う】では「道で会うと話をする人がいる」が 45.7％、【どちら

かといえばそう思う】では「あいさつ程度をする人がいる」が 45.4％、【どちらかといえばそう

思わない】では「あいさつ程度をする人がいる」が 62.7％となっています。 

  

N=

お互いの
家を訪問し
あう人がい
る

道で会うと
話をする人
がいる

あいさつ程
度をする人
がいる

近隣で上
記のような
人はいない

その他
不明・無回
答

そう思う
（N=164）

36.0 45.7 15.2 0.6 0.0 2.4

どちらかといえば
そう思う
（N=282）

10.6 40.8 45.4 2.1 0.7 0.4

どちらかといえば
そう思わない
（N=126）

3.2 17.5 62.7 13.5 2.4 0.8

地
域
の

関
わ
り

お互いの家
を訪問しあ
う人がいる

道で会うと
話をする人
がいる

あいさつ程
度をする人
がいる

近隣で上
記のような
人はいない

その他
不明・無回
答

夫婦のみ
（N=166）

17.5 33.1 40.4 6.0 0.0 3.0

二世代世帯
（N=263）

11.0 38.8 44.9 5.3 0.0 0.0

三世代世帯
（N=50）

12.0 50.0 32.0 4.0 2.0 0.0

単身世帯
（N=102）

15.7 21.6 36.3 23.5 2.0 1.0

ひとり親世帯
（N=45）

17.8 28.9 42.2 11.1 0.0 0.0

その他
（N=20）

25.0 10.0 40.0 15.0 5.0 5.0

世
帯
構
成
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問 11 あなたは直近 1 年以内に、障害のある人と一緒に行動をしたことがありますか。 

（あてはまるすべてに○） 

１年以内に、障害のある人と一緒に行動をしたことのある経験についてみると、全体では「ない」

が 65.3％と最も高く、次いで「家族・友人などに障害のある人がいる」が 17.9％、「職場・学校な

どで障害のある人と交流した」が 11.8％となっています。 

なお、前回結果との大きな違いは見られません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別 

年齢別でみると、いずれにおいても「ない」が最も高くなっています。個別にみると、【20 歳

未満】では「ない」が 55.6％【20 歳代】では「ない」が 76.2％、【30 歳代】では「ない」が 69.6％、

【40 歳代】では「ない」が 65.9％、【50 歳代】では「ない」が 54.8％、 

【60 歳代】では「ない」が 63.7％、【70 歳代】では「ない」が 69.2％、【80 歳代】では「ない」

が 65.2％、【90 歳以上】では「ない」が 81.3％となっています。 

  

N= ない

家族・友人
などに障害
のある人が
いる

職場・学校
などで障害
のある人と
交流した

イベントな
どで交流し
た

その他
不明・無回
答

20歳未満
（N=9）

55.6 22.2 11.1 11.1 0.0 0.0

20歳代
（N=42）

76.2 11.9 14.3 2.4 0.0 0.0

30歳代
（N=46）

69.6 10.9 17.4 0.0 2.2 0.0

40歳代
（N=91）

65.9 14.3 19.8 1.1 4.4 0.0

50歳代
（N=104）

54.8 18.3 26.9 1.0 1.0 0.0

60歳代
（N=113）

63.7 19.5 8.8 3.5 1.8 3.5

70歳代
（N=146）

69.2 20.5 2.7 3.4 2.7 2.1

80歳代
（N=66）

65.2 21.2 1.5 1.5 4.5 6.1

90歳以上
（N=16）

81.3 18.8 0.0 0.0 0.0 0.0

年
齢
別

65.3

17.9

11.8

2.3

2.3

2.1

68.4

13.9

8.9

2.9

4.2

3.2

0% 20% 40% 60% 80%

ない

家族・友人などに障害のある人がいる

職場・学校などで障害のある人と交流した

イベントなどで交流した

その他

不明・無回答

全体（N=659） 前回結果（N=620）
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近所との関わり 

近所との関わり別でみると、いずれにおいても「ない」が最も高くなっています。個別にみる

と、【お互いの家を訪問しあう人がいる】では「ない」が 64.5％、【道で会うと話をする人がい

る】では「ない」が 62.7％、【あいさつ程度をする人がいる】では「ない」が 68.4％【近隣で上

記のような人はいない】では「ない」が 72.9％とそれぞれ最も高くなっています。 

 

  

N= ない

家族・友人
などに障害
のある人が
いる

職場・学校
などで障害
のある人と
交流した

イベントな
どで交流し
た

その他
不明・無回
答

お互いの家を訪
問しあう人がいる
（N=93）

64.5 28.0 4.3 3.2 3.2 1.1

道で会うと話をす
る人がいる
（N=220）

62.7 18.6 15.0 3.6 1.4 0.5

あいさつ程度をす
る人がいる
（N=266）

68.4 15.4 13.2 1.1 1.5 1.1

近隣で上記のよ
うな人はいない
（N=59）

72.9 11.9 8.5 0.0 8.5 0.0

近
所
と
の
関
わ
り
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３ 暮らしの中での悩み、相談支援や支えてくれる人 

問 12 あなたは直近 1 年以内に、日常生活で悩み事や困っていることがありましたか。 

（ひとつだけ○） 

１年以内に日常生活で悩みや困りごとはあったかについてみると、全体では「ない」が 49.8％と

最も高く、次いで「少しある」が 29.4％、「ある」が 15.5％となっています。 

 

男性年齢別 

男性の年齢別にみると、【20 歳未満】では「少しある」「ない」がともに 50.0％、【20 歳代】

では「ない」が 61.1％、【30 歳代】では「ない」が 52.9％、【40 歳代】では「ない」が 54.3％、

【50 歳代】では「ない」が 56.4％、【60 歳代】では「ない」が 49.0％、【70 歳代】では「ない」

が 57.1％、【80 歳代】では「ない」が 46.7％、【90 歳以上】では「ない」が 100.0％とそれぞれ

最も高くなっています。 

 

  

49.8 29.4 15.5 5.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=659）

ない 少しある ある 不明・無回答

N= ない 少しある ある
不明・無回
答

20歳未満
（N=2）

0.0 50.0 50.0 0.0

20歳代
（N=18）

61.1 11.1 16.7 11.1

30歳代
（N=17）

52.9 29.4 17.6 0.0

40歳代
（N=35）

54.3 25.7 20.0 0.0

50歳代
（N=39）

56.4 25.6 15.4 2.6

60歳代
（N=49）

49.0 36.7 10.2 4.1

70歳代
（N=63）

57.1 27.0 9.5 6.3

80歳代
（N=30）

46.7 23.3 13.3 16.7

90歳以上
（N=3）

100.0 0.0 0.0 0.0

男
性
年
齢
別
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女性年齢別 

女性の年齢別にみると、【20 歳未満】では「ない」「少しある」がともに 42.9％、【20 歳代】

では「ない」が 47.8％、【30 歳代】では「少しある」が 44.8％、【40 歳代】では「ない」が 48.2％、

【50 歳代】では「ない」が 39.7％、【60 歳代】では「ない」が 53.1％、【70 歳代】では「ない」

が 50.6％、【80 歳代】では「ない」が 58.3％、【90 歳以上】では「ない」が 38.5％とそれぞれ

最も高くなっています。 

  

N= ない 少しある ある
不明・無回
答

20歳未満
（N=7）

42.9 42.9 14.3 0.0

20歳代
（N=23）

47.8 43.5 8.7 0.0

30歳代
（N=29）

31.0 44.8 24.1 0.0

40歳代
（N=56）

48.2 32.1 14.3 5.4

50歳代
（N=63）

39.7 38.1 22.2 0.0

60歳代
（N=64）

53.1 26.6 14.1 6.3

70歳代
（N=83）

50.6 26.5 12.0 10.8

80歳代
（N=36）

58.3 19.4 13.9 8.3

90歳以上
（N=13）

38.5 30.8 30.8 0.0

女
性
年
齢
別
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問 12で「02.少しある」又は「03.ある」と答えた人に質問します。 

問 13 それはどんなことですか。（あてはまるすべてに○） 

日常生活の悩みや困りごとの内容についてみると、全体では「経済的な問題」が 32.4％と最も高

く、次いで「自分の病気の悩み」が 32.1％、「家族の介護・看病等」が 20.9％となっています。 

 

  

12.5 

14.2 

20.9 

32.1 

32.4 

8.4 

10.8 

7.1 

0.7 

1.0 

4.4 

10.8 

0.3 

9.1 

0.3 

0% 10% 20% 30% 40%

家族関係の不和

子育てに関すること

家族の介護・看病等

自分の病気の悩み

経済的な問題

仕事の不振

職場の人間関係

長時間労働等、労働環境に関す

ること

交際関係（恋愛）に関すること

学校に関すること（いじめ、学業

不振等）

進学・就職に関すること

孤独感に関すること

性自認・性的志向に関すること

その他

不明・無回答

全体（N=296）
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男性年齢別 

男性の年齢別にみると、20 歳未満では「進学・就職に関すること」が 100.0％、20 歳代では

「家族関係の不和」が 60.0％、30～50 歳代では「経済的な問題」がそれぞれ 75.0％、43.8％、

37.5％、60 歳代では「家族の介護・看病等」「経済的な問題」がともに 30.4％、70 歳代、80 歳

代では「自分の病気の悩み」がそれぞれ 60.9％、54.5％とそれぞれ最も高くなっています。 

90 歳以上では有効回答はありませんでした。 

 

  

N=
家族関係
の不和

子育てに関
すること

家族の介
護・看病等

自分の病
気の悩み

経済的な
問題

仕事の不
振

職場の人
間関係

長時間労
働等、労働
環境に関
すること

20歳未満
（N=2）

0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 50.0 50.0

20歳代
（N=5）

60.0 20.0 0.0 0.0 40.0 40.0 20.0 0.0

30歳代
（N=8）

25.0 12.5 0.0 25.0 75.0 25.0 37.5 12.5

40歳代
（N=16）

0.0 12.5 12.5 12.5 43.8 12.5 12.5 25.0

50歳代
（N=16）

6.3 12.5 25.0 25.0 37.5 18.8 18.8 6.3

60歳代
（N=23）

8.7 0.0 30.4 17.4 30.4 17.4 4.3 4.3

70歳代
（N=23）

8.7 4.3 17.4 60.9 43.5 4.3 0.0 0.0

80歳代
（N=11）

0.0 0.0 45.5 54.5 18.2 0.0 0.0 0.0

90歳以上
（N=0）

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

男
性
年
齢
別

N=
交際関係
（恋愛）に
関すること

学校に関
すること（い
じめ、学業
不振等）

進学・就職
に関するこ
と

孤独感に
関すること

性自認・性
的志向に
関すること

その他
不明・無回
答

20歳未満
（N=2）

0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 50.0 0.0

20歳代
（N=5）

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

30歳代
（N=8）

0.0 0.0 0.0 25.0 0.0 0.0 0.0

40歳代
（N=16）

0.0 0.0 6.3 12.5 0.0 12.5 0.0

50歳代
（N=16）

6.3 0.0 12.5 6.3 0.0 12.5 0.0

60歳代
（N=23）

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 13.0 0.0

70歳代
（N=23）

0.0 0.0 0.0 8.7 0.0 8.7 0.0

80歳代
（N=11）

0.0 0.0 0.0 9.1 0.0 0.0 0.0

90歳以上
（N=0）

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

男
性
年
齢
別
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女性年齢別 

女性の年齢別にみると、【20 歳未満】では「職場の人間関係」が 50.0％、【20 歳代】では「長

時間労働等、労働環境に関すること」が 33.3％、【30 歳代】では「子育てに関すること」が 45.0％、

【40 歳代】では「子育てに関すること」「経済的な問題」がともに 42.3％、【50 歳代】では「家

族の介護・看病等」が 31.6％、【60 歳代】では「経済的な問題」が 34.6％、【70 歳代】では「自

分の病気の悩み」が 65.6％、【80 歳代】では「自分の病気の悩み」が 58.3％、【90 歳以上】では

「自分の病気の悩み」が 50.0％とそれぞれ最も高くなっています。 

 

 

  

N=
家族関係
の不和

子育てに関
すること

家族の介
護・看病等

自分の病
気の悩み

経済的な
問題

仕事の不
振

職場の人
間関係

長時間労
働等、労働
環境に関
すること

20歳未満
（N=4）

0.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0

20歳代
（N=12）

0.0 8.3 8.3 8.3 16.7 0.0 8.3 33.3

30歳代
（N=20）

25.0 45.0 0.0 15.0 35.0 10.0 10.0 10.0

40歳代
（N=26）

15.4 42.3 26.9 19.2 42.3 3.8 7.7 11.5

50歳代
（N=38）

15.8 21.1 31.6 18.4 28.9 10.5 21.1 5.3

60歳代
（N=26）

19.2 15.4 30.8 26.9 34.6 3.8 19.2 3.8

70歳代
（N=32）

12.5 0.0 12.5 65.6 21.9 0.0 0.0 0.0

80歳代
（N=12）

0.0 0.0 33.3 58.3 25.0 0.0 0.0 0.0

90歳以上
（N=8）

0.0 0.0 25.0 50.0 12.5 0.0 0.0 0.0

女
性
年
齢
別

N=
交際関係
（恋愛）に
関すること

学校に関
すること（い
じめ、学業
不振等）

進学・就職
に関するこ
と

孤独感に
関すること

性自認・性
的志向に
関すること

その他
不明・無回
答

20歳未満
（N=4）

0.0 0.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0

20歳代
（N=12）

0.0 0.0 16.7 16.7 0.0 16.7 8.3

30歳代
（N=20）

5.0 5.0 10.0 20.0 0.0 10.0 0.0

40歳代
（N=26）

0.0 7.7 3.8 7.7 0.0 0.0 0.0

50歳代
（N=38）

0.0 0.0 0.0 7.9 0.0 10.5 0.0

60歳代
（N=26）

0.0 0.0 3.8 7.7 0.0 11.5 0.0

70歳代
（N=32）

0.0 0.0 0.0 12.5 0.0 15.6 0.0

80歳代
（N=12）

0.0 0.0 0.0 16.7 0.0 0.0 0.0

90歳以上
（N=8）

0.0 0.0 0.0 25.0 0.0 12.5 0.0

女
性
年
齢
別
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問 14 問 13 での回答について、原因として、新型コロナウイルス感染症拡大の影響があ

ったものはありましたか。（ひとつだけ○） 

悩みや困りごとの原因として、新型コロナウイルス感染症によるものかについてみると、全体で

は「影響はなかった」が 50.3％と最も高く、次いで「影響があったと思う」が 34.8％、「わからな

い」が 11.8％となっています。 

 

年齢別 

年齢別にみると、【20 歳未満】では「影響はなかった」が 66.7％、【20 歳代】では「影響はな

かった」が 50.0％、【30 歳代】では「影響があったと思う」が 39.3％、【40 歳代】では「影響が

あったと思う」が 42.9％、【50 歳代】では「影響はなかった」が 50.0％、【60 歳代】では「影響

はなかった」が 49.0％、【70 歳代】では「影響はなかった」が 52.7％、【80 歳代】では「影響は

なかった」が 60.9％、【90 歳以上】では「影響はなかった」が 75.0％となっています。 

 

  

34.8 50.3 11.8 3.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=296）

影響があったと思う 影響はなかった わからない

不明・無回答

N=
影響があっ
たと思う

影響はな
かった

わからない
不明・無回
答

20歳未満
（N=6）

33.3 66.7 0.0 0.0

20歳代
（N=18）

33.3 50.0 16.7 0.0

30歳代
（N=28）

39.3 39.3 21.4 0.0

40歳代
（N=42）

42.9 40.5 16.7 0.0

50歳代
（N=56）

41.1 50.0 5.4 3.6

60歳代
（N=49）

40.8 49.0 8.2 2.0

70歳代
（N=55）

25.5 52.7 18.2 3.6

80歳代
（N=23）

21.7 60.9 8.7 8.7

90歳以上
（N=8）

12.5 75.0 0.0 12.5

年
齢
別
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世帯構成別 

世帯構成別にみると、【夫婦のみ】では「影響はなかった」が 50.7％、【二世代世帯】では「影

響はなかった」が 47.2％、【三世代世帯】では「影響はなかった」が 50.0％、【単身世帯】では

「影響はなかった」が 54.0％、【ひとり親世帯】では「影響はなかった」が 66.7％とそれぞれ最

も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

近所との関わり 

近所との関わり別でみると、いずれにおいても「影響はなかった」が最も高くなっています。 

個別にみると、【お互いの家を訪問しあう人がいる】では「影響はなかった」が 51.4％、【道で

会うと話をする人がいる】では「影響はなかった」が 53.8％、【あいさつ程度をする人がいる】

では「影響はなかった」が 46.2％、【近隣で上記のような人はいない】では「影響はなかった」

が 56.3％とそれぞれ最も高くなっています。 

 

  

N=
影響があっ
たと思う

影響はな
かった

わからない
不明・無回
答

お互いの家を訪
問しあう人がいる
（N=35）

40.0 51.4 5.7 2.9

道で会うと話をす
る人がいる
（N=93）

33.3 53.8 7.5 5.4

あいさつ程度をす
る人がいる
（N=132）

34.1 46.2 17.4 2.3

近隣で上記のよ
うな人はいない
（N=32）

34.4 56.3 9.4 0.0

近
所
と
の
関
わ
り

影響があっ
たと思う

影響はな
かった

わからない
不明・無回
答

夫婦のみ
（N=69）

37.7 50.7 7.2 4.3

二世代世帯
（N=123）

37.4 47.2 12.2 3.3

三世代世帯
（N=20）

30.0 50.0 20.0 0.0

単身世帯
（N=50）

30.0 54.0 14.0 2.0

ひとり親世帯
（N=21）

23.8 66.7 9.5 0.0

その他
（N=10）

40.0 40.0 20.0 0.0

世
帯
構
成
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男性年齢別 

男性の年齢別にみると、【20 歳未満】では「影響があったと思う」「影響はなかった」がとも

に 50.0％、【20 歳代】では「影響があったと思う」「影響はなかった」がともに 40.0％、【30 歳

代】では「影響があったと思う」が 50.0％、【40 歳代】では「影響はなかった」が 50.0％、【50

歳代】では「影響があったと思う」が 56.3％、【60 歳代】では「影響があったと思う」が 56.5％、

【70 歳代】では「影響はなかった」が 43.5％、【80 歳代】では「影響はなかった」が 54.5％と

それぞれ最も高くなっています。 

なお、【90 歳以上】では有効回答がありませんでした。 

 

  

N=
影響があっ
たと思う

影響はな
かった

わからない
不明・無回
答

20歳未満
（N=2）

50.0 50.0 0.0 0.0

20歳代
（N=5）

40.0 40.0 20.0 0.0

30歳代
（N=8）

50.0 25.0 25.0 0.0

40歳代
（N=16）

43.8 50.0 6.3 0.0

50歳代
（N=16）

56.3 37.5 6.3 0.0

60歳代
（N=23）

56.5 39.1 4.3 0.0

70歳代
（N=23）

30.4 43.5 21.7 4.3

80歳代
（N=11）

27.3 54.5 9.1 9.1

90歳以上
（N=0）

0.0 0.0 0.0 0.0

男
性
年
齢
別
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女性年齢別 

女性の年齢別にみると、【20 歳未満】では「影響はなかった」が 75.0％、【20 歳代】では「影

響はなかった」が 58.3％、【30 歳代】では「影響はなかった」が 45.0％、【40 歳代】では「影響

があったと思う」が 42.3％、【50 歳代】では「影響はなかった」が 55.3％、【60 歳代】では「影

響はなかった」が 57.7％、【70 歳代】では「影響はなかった」が 59.4％、【80 歳代】では「影響

はなかった」が 66.7％、【90 歳以上】では「影響はなかった」が 75.0％とそれぞれ最も高くな

っています。 

 

 

  

N=
影響があっ
たと思う

影響はな
かった

わからない
不明・無回
答

20歳未満
（N=4）

25.0 75.0 0.0 0.0

20歳代
（N=12）

25.0 58.3 16.7 0.0

30歳代
（N=20）

35.0 45.0 20.0 0.0

40歳代
（N=26）

42.3 34.6 23.1 0.0

50歳代
（N=38）

34.2 55.3 5.3 5.3

60歳代
（N=26）

26.9 57.7 11.5 3.8

70歳代
（N=32）

21.9 59.4 15.6 3.1

80歳代
（N=12）

16.7 66.7 8.3 8.3

90歳以上
（N=8）

12.5 75.0 0.0 12.5

女
性
年
齢
別
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問 15 新型コロナウイルス感染症の流行を経験して、あなたが大切だと思うようになった

ことはありますか。（あてはまるすべてに○） 

新型コロナウイルス感染症の流行を通して、大切だと思うようになったことについてみると、全

体では「家族の存在」が 64.0％と最も高く、次いで「医療体制」が 49.8％、「友人や知人の存在」

が 33.2％となっています。 

  

64.0 

33.2 

18.4 

16.2 

10.0 

23.4 

31.0 

49.8 

14.6 

17.5 

10.0 

7.9 

2.7 

3.8 

0% 20% 40% 60% 80%

家族の存在

友人や知人の存在

近所や地域とのつながり

運動する機会

声を出す機会

趣味を楽しむ時間

お金

医療体制

福祉・介護サービスの提供体制

インターネットなどICT（情報通信

機器）に関する知識

自分の困りごとの相談先

特にない

その他

不明・無回答

全体（N=659）
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問 16 あなたは、不安や悩みやつらい気持ちがある時、誰に相談しますか。（あてはまる

すべてに○） 

不安や悩み等がある時に相談する相手についてみると、全体では「同居の家族や親族」が 64.2％

と最も高く、次いで「友人や同僚」が 41.0％、「別居の家族や親族」が 32.2％となっています。 

 

  

64.2 

32.2 

41.0 

3.5 

6.8 

4.2 

1.4 

0.6 

12.9 

1.5 

1.2 

3.2 

0.6 

0.3 

1.7 

3.3 

5.9 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80%

同居の家族や親族

別居の家族や親族

友人や同僚

恋人

近所の知り合い

学校や職場の先輩・後輩

学校の先生や職場の上司

カウンセラー

かかりつけの病院の医師

かかりつけの病院の看護師

かかりつけの薬局の薬剤師

公的機関の相談員

民間の相談員

専門電話やメール相談員

その他

相談したいができない

相談したいと思わない

不明・無回答

全体（N=659）
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世帯構成別 

世帯構成別にみると、【夫婦のみ】では「同居の家族や親族」が 75.9％、【二世代世帯】では

「同居の家族や親族」が 79.8％、【三世代世帯】では「同居の家族や親族」が 72.0％、【単身世

帯】では「別居の家族や親族」が 51.0％、【ひとり親世帯】では「同居の家族や親族」が 62.2％

とそれぞれ最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

同居の家
族や親族

別居の家
族や親族

友人や同
僚

恋人
近所の知り
合い

学校や職
場の先輩・
後輩

学校の先
生や職場
の上司

カウンセ
ラー

かかりつけ
の病院の
医師

夫婦のみ
（N=166）

75.9 34.9 36.7 0.6 9.0 3.0 0.0 1.2 19.3

二世代世帯
（N=263）

79.8 25.9 50.2 4.2 4.2 6.5 2.7 0.4 8.4

三世代世帯
（N=50）

72.0 14.0 30.0 2.0 6.0 6.0 2.0 0.0 6.0

単身世帯
（N=102）

5.9 51.0 35.3 6.9 9.8 1.0 1.0 1.0 15.7

ひとり親世帯
（N=45）

62.2 37.8 37.8 0.0 6.7 2.2 0.0 0.0 11.1

その他
（N=20）

60.0 25.0 35.0 15.0 15.0 5.0 0.0 0.0 25.0

かかりつけ
の病院の
看護師

かかりつけ
の薬局の
薬剤師

公的機関
の相談員

民間の相
談員

専門電話
やメール
相談員

その他
相談したい
ができない

相談したい
と思わない

不明・無回
答

夫婦のみ
（N=166）

2.4 3.0 3.6 0.0 0.0 0.6 1.8 4.2 1.8

二世代世帯
（N=263）

0.8 0.4 1.5 0.0 0.4 0.0 3.4 6.1 0.8

三世代世帯
（N=50）

0.0 0.0 8.0 4.0 0.0 2.0 4.0 10.0 2.0

単身世帯
（N=102）

3.9 1.0 4.9 0.0 0.0 4.9 4.9 7.8 0.0

ひとり親世帯
（N=45）

0.0 0.0 4.4 2.2 2.2 2.2 4.4 6.7 0.0

その他
（N=20）

0.0 0.0 0.0 5.0 0.0 10.0 0.0 0.0 0.0

世
帯
構
成

世
帯
構
成
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近所との関わり 

近所との関わり別でみると、【お互いの家を訪問しあう人がいる】では「同居の家族や親族」

が 73.1％、【道で会うと話をする人がいる】では「同居の家族や親族」が 71.8％、【あいさつ程

度をする人がいる】では「同居の家族や親族」が 63.5％、【近隣で上記のような人はいない】で

は「友人や同僚」が 42.4％とそれぞれ最も高くなっています。 

 

 

  

N=
同居の家
族や親族

別居の家
族や親族

友人や同
僚

恋人
近所の知り
合い

学校や職
場の先輩・
後輩

学校の先
生や職場
の上司

カウンセ
ラー

かかりつけ
の病院の
医師

お互いの家を訪
問しあう人がいる
（N=93）

73.1 41.9 39.8 1.1 20.4 1.1 0.0 0.0 17.2

道で会うと話をす
る人がいる
（N=220）

71.8 35.9 42.3 2.7 8.6 4.1 0.9 0.5 15.0

あいさつ程度をす
る人がいる
（N=266）

63.5 25.6 40.2 4.5 1.5 4.5 1.9 1.1 11.7

近隣で上記のよ
うな人はいない
（N=59）

28.8 32.2 42.4 6.8 1.7 8.5 3.4 0.0 6.8

近
所
と
の
関
わ
り

N=
かかりつけ
の病院の
看護師

かかりつけ
の薬局の
薬剤師

公的機関
の相談員

民間の相
談員

専門電話
やメール相
談員

その他
相談したい
ができない

相談したい
と思わない

不明・無回
答

お互いの家を訪
問しあう人がいる
（N=93）

2.2 4.3 2.2 0.0 0.0 2.2 0.0 1.1 3.2

道で会うと話をす
る人がいる
（N=220）

1.4 0.9 5.5 1.4 0.5 0.5 1.4 5.5 0.5

あいさつ程度をす
る人がいる
（N=266）

1.9 0.4 2.3 0.4 0.4 1.1 3.8 7.9 0.8

近隣で上記のよ
うな人はいない
（N=59）

0.0 0.0 1.7 0.0 0.0 5.1 15.3 8.5 0.0

近
所
と
の
関
わ
り
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男性年齢別 

男性の年齢別にみると、【20 歳未満】では「同居の家族や親族」「友人や同僚」がともに 100.0％、

【20 歳代】では「友人や同僚」が 55.6％、【30 歳代】では「同居の家族や親族」が 58.8％、【40

歳代】では「同居の家族や親族」が 57.1％、【50 歳代】では「同居の家族や親族」が 76.9％、

【60 歳代】では「同居の家族や親族」が 71.4％、【70 歳代】では「同居の家族や親族」が 60.3％、

【80 歳代】では「同居の家族や親族」が 63.3％、【90 歳以上】では「同居の家族や親族」「友人

や同僚」がともに 100.0％と最も高く、次いで「同居の家族や親族」が 100.0％となっています。 

 

 

  

N=
同居の家
族や親族

別居の家
族や親族

友人や同
僚

恋人
近所の知り
合い

学校や職
場の先輩・
後輩

学校の先
生や職場
の上司

カウンセ
ラー

かかりつけ
の病院の
医師

20歳未満
（N=2）

100.0 0.0 100.0 50.0 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0

20歳代
（N=18）

50.0 16.7 55.6 16.7 5.6 22.2 0.0 0.0 0.0

30歳代
（N=17）

58.8 11.8 29.4 0.0 0.0 17.6 5.9 0.0 0.0

40歳代
（N=35）

57.1 22.9 37.1 2.9 2.9 11.4 2.9 0.0 11.4

50歳代
（N=39）

76.9 15.4 35.9 2.6 0.0 0.0 0.0 0.0 10.3

60歳代
（N=49）

71.4 30.6 40.8 2.0 0.0 4.1 0.0 0.0 18.4

70歳代
（N=63）

60.3 30.2 25.4 3.2 9.5 1.6 0.0 0.0 28.6

80歳代
（N=30）

63.3 40.0 16.7 0.0 16.7 0.0 0.0 0.0 13.3

90歳以上
（N=3）

100.0 33.3 100.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 66.7

男
性
年
齢
別

N=
かかりつけ
の病院の
看護師

かかりつけ
の薬局の
薬剤師

公的機関
の相談員

民間の相
談員

専門電話
やメール相
談員

その他
相談したい
ができない

相談したい
と思わない

不明・無回
答

20歳未満
（N=2）

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

20歳代
（N=18）

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 16.7 0.0

30歳代
（N=17）

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 11.8 17.6 0.0

40歳代
（N=35）

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 11.4 11.4 2.9

50歳代
（N=39）

0.0 0.0 2.6 0.0 0.0 2.6 2.6 5.1 2.6

60歳代
（N=49）

0.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0 2.0 2.0 0.0

70歳代
（N=63）

3.2 0.0 0.0 0.0 0.0 3.2 3.2 12.7 3.2

80歳代
（N=30）

0.0 0.0 3.3 3.3 0.0 0.0 0.0 0.0 3.3

90歳以上
（N=3）

0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

男
性
年
齢
別
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女性年齢別 

女性の年齢別にみると、いずれの年代においても「同居の家族や親族」がそれぞれ最も高くな

っています。 

個別にみると、【20 歳未満】では「同居の家族や親族」が 85.7％、【20 歳代】では「同居の家

族や親族」「友人や同僚」がともに 52.2％、【30 歳代】では「同居の家族や親族」「友人や同僚」

がともに 69.0％、【40 歳代】では「同居の家族や親族」が 75.0％、【50 歳代】では「同居の家族

や親族」が 73.0％、【60 歳代】では「同居の家族や親族」が 59.4％、【70 歳代】では「同居の家

族や親族」が 66.3％、【80 歳代】では「同居の家族や親族」が 50.0％、【90 歳以上】では「同居

の家族や親族」が 53.8％とそれぞれ最も高くなっています。 

 

  

N=
同居の家
族や親族

別居の家
族や親族

友人や同
僚

恋人
近所の知り
合い

学校や職
場の先輩・
後輩

学校の先
生や職場
の上司

カウンセ
ラー

かかりつけ
の病院の
医師

20歳未満
（N=7）

85.7 0.0 71.4 14.3 0.0 0.0 28.6 0.0 0.0

20歳代
（N=23）

52.2 8.7 52.2 34.8 0.0 8.7 0.0 4.3 4.3

30歳代
（N=29）

69.0 58.6 69.0 3.4 6.9 3.4 6.9 0.0 3.4

40歳代
（N=56）

75.0 33.9 58.9 3.6 3.6 5.4 3.6 1.8 5.4

50歳代
（N=63）

73.0 33.3 58.7 0.0 4.8 7.9 0.0 0.0 4.8

60歳代
（N=64）

59.4 39.1 53.1 0.0 3.1 1.6 0.0 3.1 7.8

70歳代
（N=83）

66.3 45.8 33.7 1.2 14.5 1.2 0.0 0.0 21.7

80歳代
（N=36）

50.0 33.3 19.4 0.0 19.4 0.0 0.0 0.0 13.9

90歳以上
（N=13）

53.8 38.5 15.4 0.0 7.7 0.0 0.0 0.0 15.4

女
性
年
齢
別

N=
かかりつけ
の病院の
看護師

かかりつけ
の薬局の
薬剤師

公的機関
の相談員

民間の相
談員

専門電話
やメール相
談員

その他
相談したい
ができない

相談したい
と思わない

不明・無回
答

20歳未満
（N=7）

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

20歳代
（N=23）

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 13.0 8.7 0.0

30歳代
（N=29）

0.0 0.0 10.3 0.0 0.0 6.9 3.4 0.0 0.0

40歳代
（N=56）

1.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 7.1 7.1 0.0

50歳代
（N=63）

0.0 1.6 3.2 1.6 3.2 0.0 1.6 3.2 0.0

60歳代
（N=64）

1.6 1.6 9.4 0.0 0.0 3.1 3.1 3.1 0.0

70歳代
（N=83）

0.0 3.6 3.6 1.2 0.0 1.2 0.0 4.8 0.0

80歳代
（N=36）

8.3 0.0 5.6 0.0 0.0 2.8 0.0 5.6 2.8

90歳以上
（N=13）

7.7 0.0 7.7 7.7 0.0 15.4 0.0 0.0 0.0

女
性
年
齢
別
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問 17 あなたは悩みやストレスを感じた時に、周りの人や専門機関に対して、以下の方法

を使って相談したいと思いますか。（それぞれひとつだけ○） 

問 17a 直接会って相談する（訪問相談含む） 

直接会って相談する（訪問相談含む）についてみると、全体では「利用しないと思う」が 40.8％

と最も高く、次いで「実際にしたことはないが利用すると思う」が 34.1％、「利用したことがあ

る」が 14.0％となっています。 

 

年齢別 

年齢別にみると、【20 歳未満】では「利用しないと思う」「実際にしたことはないが利用する

と思う」がともに 33.3％、【20 歳代】では「利用しないと思う」が 40.5％、【30 歳代】では「利

用しないと思う」が 43.5％、【40 歳代】では「実際にしたことはないが利用すると思う」が 44.0％、

【50 歳代】では「利用しないと思う」が 48.1％、【60 歳代】では「利用しないと思う」が 42.5％、

【70 歳代】では「利用しないと思う」が 45.2％、【80 歳代】では「実際にしたことはないが利

用すると思う」が 43.9％、【90 歳以上】では「利用しないと思う」「実際にしたことはないが利

用すると思う」がともに 25.0％とそれぞれ最も高くなっています。 

 

  

40.8 34.1 14.0 11.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=659）

利用しないと思う

実際にしたことはないが利用すると思う

利用したことがある

不明・無回答

N=
利用しない
と思う

実際にした
ことはない
が利用する
と思う

利用したこ
とがある

不明・無回
答

20歳未満
（N=9）

33.3 33.3 22.2 11.1

20歳代
（N=42）

40.5 33.3 23.8 2.4

30歳代
（N=46）

43.5 23.9 30.4 2.2

40歳代
（N=91）

40.7 44.0 9.9 5.5

50歳代
（N=104）

48.1 27.9 21.2 2.9

60歳代
（N=113）

42.5 39.8 10.6 7.1

70歳代
（N=146）

45.2 28.1 6.8 19.9

80歳代
（N=66）

21.2 43.9 10.6 24.2

90歳以上
（N=16）

25.0 25.0 12.5 37.5

年
齢
別
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問 17b 電話を利用して相談する 

電話を利用して相談するについてみると、全体では「利用しないと思う」が 44.0％と最も高

く、次いで「実際にしたことはないが利用すると思う」が 31.3％、「利用したことがある」が 9.6％

となっています。 

 

年齢別 

年齢別にみると、【20 歳未満】では「利用しないと思う」が 77.8％、【20 歳代】では「利用し

ないと思う」が 42.9％、【30 歳代】では「利用しないと思う」が 56.5％、40 歳代】では「利用

しないと思う」が 49.5％、【50 歳代】では「利用しないと思う」が 50.0％、【60 歳代】では「実

際にしたことはないが利用すると思う」が 44.2％【70 歳代】では「利用しないと思う」が 41.1％

【80 歳代】では「利用しないと思う」が 28.8％【90 歳以上】では「利用しないと思う」が 37.5％

とそれぞれ最も高くなっています。 

 

  

44.0 31.3 9.6 15.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=659）

利用しないと思う

実際にしたことはないが利用すると思う

利用したことがある

不明・無回答

N=
利用しない
と思う

実際にした
ことはない
が利用する
と思う

利用したこ
とがある

不明・無回
答

20歳未満
（N=9）

77.8 11.1 11.1 0.0

20歳代
（N=42）

42.9 28.6 26.2 2.4

30歳代
（N=46）

56.5 21.7 19.6 2.2

40歳代
（N=91）

49.5 36.3 5.5 8.8

50歳代
（N=104）

50.0 30.8 15.4 3.8

60歳代
（N=113）

39.8 44.2 6.2 9.7

70歳代
（N=146）

41.1 28.8 2.7 27.4

80歳代
（N=66）

28.8 27.3 6.1 37.9

90歳以上
（N=16）

37.5 25.0 18.8 18.8

年
齢
別
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問 17c メールを利用して相談する 

メールを利用して相談するについてみると、全体では「利用しないと思う」が 58.1％と最も高

く、次いで「実際にしたことはないが利用すると思う」が 18.2％、「利用したことがある」が 4.7％

となっています。 

 

年齢別 

年齢別にみると、【20 歳未満】では「利用しないと思う」が 77.8％、【20 歳代】では「利用し

ないと思う」が 64.3％、【30 歳代】では「利用しないと思う」が 56.5％、【40 歳代】では「利用

しないと思う」が 58.2％、【50 歳代】では「利用しないと思う」が 62.5％、【60 歳代】では「利

用しないと思う」が 58.4％、【70 歳代】では「利用しないと思う」が 56.2％、【80 歳代】では

「利用しないと思う」が 45.5％、【90 歳以上】では「利用しないと思う」が 56.3％とそれぞれ

最も高くなっています。 

 

  

58.1 18.2 4.7 19.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=659）

利用しないと思う

実際にしたことはないが利用すると思う

利用したことがある

不明・無回答

N=
利用しない
と思う

実際にした
ことはない
が利用する
と思う

利用したこ
とがある

不明・無回
答

20歳未満
（N=9）

77.8 22.2 0.0 0.0

20歳代
（N=42）

64.3 23.8 9.5 2.4

30歳代
（N=46）

56.5 28.3 13.0 2.2

40歳代
（N=91）

58.2 27.5 5.5 8.8

50歳代
（N=104）

62.5 25.0 8.7 3.8

60歳代
（N=113）

58.4 24.8 4.4 12.4

70歳代
（N=146）

56.2 6.8 0.7 36.3

80歳代
（N=66）

45.5 7.6 1.5 45.5

90歳以上
（N=16）

56.3 0.0 0.0 43.8

年
齢
別
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問 17d LINE や Facebook など個人情報と紐づけられた SNS（ソーシャル・ネットワー

キング・サービス）を利用して相談する 

LINE や Facebook など個人情報と紐づけられた SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サー

ビス）を利用して相談するについてみると、全体では「利用しないと思う」が 62.5％と最も高

く、次いで「実際にしたことはないが利用すると思う」が 13.7％、「利用したことがある」が 5.3％

となっています。 

 

年齢別 

年齢別にみると、【20 歳未満】では「利用しないと思う」が 44.4％、【20 歳代】では「利用し

ないと思う」が 42.9％、【30 歳代】では「利用しないと思う」が 58.7％、【40 歳代】では「利用

しないと思う」が 60.4％、【50 歳代】では「利用しないと思う」が 69.2％、【60 歳代】では「利

用しないと思う」が 74.3％、【70 歳代】では「利用しないと思う」が 63.7％、【80 歳代】では

「利用しないと思う」が 50.0％、【90 歳以上】では「利用しないと思う」が 56.3％とそれぞれ

最も高くなっています。 

 

  

62.5 13.7 5.3 18.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=659）

利用しないと思う

実際にしたことはないが利用すると思う

利用したことがある

不明・無回答

N=
利用しない
と思う

実際にした
ことはない
が利用する
と思う

利用したこ
とがある

不明・無回
答

20歳未満
（N=9）

44.4 33.3 22.2 0.0

20歳代
（N=42）

42.9 38.1 19.0 0.0

30歳代
（N=46）

58.7 23.9 15.2 2.2

40歳代
（N=91）

60.4 26.4 4.4 8.8

50歳代
（N=104）

69.2 18.3 9.6 2.9

60歳代
（N=113）

74.3 10.6 2.7 12.4

70歳代
（N=146）

63.7 0.7 0.7 34.9

80歳代
（N=66）

50.0 3.0 0.0 47.0

90歳以上
（N=16）

56.3 0.0 0.0 43.8

年
齢
別
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問 17e Tｗitter や掲示板など匿名の手段を利用してインターネット上の不特定多数に発

信する 

Twitter や掲示板など匿名の手段を利用してインターネット上の不特定多数に発信するについ

てみると、全体では「利用しないと思う」が 75.7％と最も高く、次いで「実際にしたことはない

が利用すると思う」が 3.9％、「利用したことがある」が 1.7％となっています。 

 

年齢別 

年齢別にみると、【20 歳未満】では「利用しないと思う」が 77.8％、【20 歳代】では「利用し

ないと思う」が 78.6％、【30 歳代】では「利用しないと思う」が 84.8％、【40 歳代】では「利用

しないと思う」が 84.6％、【50 歳代】では「利用しないと思う」が 89.4％、【60 歳代】では「利

用しないと思う」が 80.5％、【70 歳代】では「利用しないと思う」が 65.8％、【80 歳代】では

「利用しないと思う」が 51.5％、【90 歳以上】では「利用しないと思う」が 62.5％とそれぞれ

最も高くなっています。 

 

  

75.7 

3.9 

1.7 18.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=659）

利用しないと思う

実際にしたことはないが利用すると思う

利用したことがある

不明・無回答

N=
利用しない
と思う

実際にした
ことはない
が利用する
と思う

利用したこ
とがある

不明・無回
答

20歳未満
（N=9）

77.8 11.1 11.1 0.0

20歳代
（N=42）

78.6 14.3 4.8 2.4

30歳代
（N=46）

84.8 8.7 4.3 2.2

40歳代
（N=91）

84.6 4.4 2.2 8.8

50歳代
（N=104）

89.4 4.8 1.9 3.8

60歳代
（N=113）

80.5 4.4 1.8 13.3

70歳代
（N=146）

65.8 0.0 0.0 34.2

80歳代
（N=66）

51.5 1.5 0.0 47.0

90歳以上
（N=16）

62.5 0.0 0.0 37.5

年
齢
別
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問 17f インターネットを利用して解決法を検索する 

インターネットを利用して解決法を検索するについてみると、全体では「利用しないと思う」

が 40.2％と最も高く、次いで「実際にしたことはないが利用すると思う」が 21.5％、「利用した

ことがある」が 20.2％となっています。 

 

年齢別 

年齢別にみると、【20 歳未満】では「利用しないと思う」「実際にしたことはないが利用する

と思う」「利用したことがある」がそれぞれ 33.3％、【20 歳代】では「利用したことがある」が

42.9％、【30 歳代】では「利用したことがある」が 54.3％、【40 歳代】では「利用したことがあ

る」が 36.3％、【50 歳代】では「利用しないと思う」が 37.5％、【60 歳代】では「利用しないと

思う」が 40.7％、【70 歳代】では「利用しないと思う」が 52.1％、【80 歳代】では「利用しない

と思う」が 45.5％、【90 歳以上】では「利用しないと思う」が 56.3％とそれぞれ最も高くなっ

ています。 

 

  

40.2 21.5 20.2 18.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=659）

利用しないと思う

実際にしたことはないが利用すると思う

利用したことがある

不明・無回答

N=
利用しない
と思う

実際にした
ことはない
が利用する
と思う

利用したこ
とがある

不明・無回
答

20歳未満
（N=9）

33.3 33.3 33.3 0.0

20歳代
（N=42）

31.0 23.8 42.9 2.4

30歳代
（N=46）

19.6 21.7 54.3 4.3

40歳代
（N=91）

28.6 27.5 36.3 7.7

50歳代
（N=104）

37.5 32.7 27.9 1.9

60歳代
（N=113）

40.7 29.2 18.6 11.5

70歳代
（N=146）

52.1 12.3 2.7 32.9

80歳代
（N=66）

45.5 7.6 0.0 47.0

90歳以上
（N=16）

56.3 0.0 0.0 43.8

年
齢
別
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問 17g その他 

その他についてみると、全体では「利用しないと思う」が 29.0％と最も高く、次いで「実際に

したことはないが利用すると思う」が 2.3％、「利用したことがある」が 1.1％となっています。 

 

年齢別 

年齢別にみると、【20 歳未満】では「利用しないと思う」が 66.7％、【20 歳代】では「利用し

ないと思う」が 38.1％、【30 歳代】では「利用しないと思う」が 41.3％、【40 歳代】では「利用

しないと思う」が 39.6％、【50 歳代】では「利用しないと思う」が 40.4％、【60 歳代】では「利

用しないと思う」が 23.0％、【70 歳代】では「利用しないと思う」が 19.2％、【80 歳代】では

「利用しないと思う」が 15.2％、【90 歳以上】では「利用しないと思う」が 25.0％とそれぞれ

最も高くなっています。 

 

  

29.0 

2.3 

1.1 67.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=659）

利用しないと思う

実際にしたことはないが利用すると思う

利用したことがある

不明・無回答

N=
利用しない
と思う

実際にした
ことはない
が利用する
と思う

利用したこ
とがある

不明・無回
答

20歳未満
（N=9）

66.7 0.0 0.0 33.3

20歳代
（N=42）

38.1 4.8 2.4 54.8

30歳代
（N=46）

41.3 4.3 2.2 52.2

40歳代
（N=91）

39.6 3.3 0.0 57.1

50歳代
（N=104）

40.4 1.0 0.0 58.7

60歳代
（N=113）

23.0 4.4 1.8 70.8

70歳代
（N=146）

19.2 0.7 1.4 78.8

80歳代
（N=66）

15.2 1.5 0.0 83.3

90歳以上
（N=16）

25.0 0.0 6.3 68.8

年
齢
別
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参考：性・年齢別で見た『利用意向がある』※の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「実際にしたことはないが利用すると思う」と「利用したことがある」の合算 

  

直接会って
相談する

電話を利
用して相談
する

メールを利
用して相談
する

個人を特
定できる
SNSで相談
する

匿名のSNS
やネット掲
示板などで
不特定多
数に発信
する

インター
ネットで解
決策を検
索する

その他

48.1         40.9         22.9         19.0         5.6           41.7         3.4           

20歳未満 50.0         50.0         0.0           50.0         0.0           100.0       0.0           

20歳代 50.0         50.0         33.3         44.4         5.6           55.6         5.6           

30歳代 23.5         23.5         23.5         23.5         11.8         64.7         0.0           

40歳代 40.0         37.1         22.9         20.0         5.7           42.9         8.6           

50歳代 38.5         35.9         25.6         30.8         12.8         56.5         0.0           

60歳代 47.0         55.1         38.8         16.3         10.2         57.2         10.2         

70歳代 36.5         38.1         4.8           3.2           0.0           17.5         3.2           

80歳代 56.7         30.0         16.6         3.3           3.3           10.0         0.0           

90歳以上 0.0           33.3         0.0           0.0           0.0           0.0           0.0           

20歳未満 57.2         14.3         28.6         57.2         28.6         57.2         0.0           

20歳代 60.8         56.5         30.4         65.2         26.1         73.9         8.6           

30歳代 72.4         51.7         51.7         48.3         13.8         82.7         10.3         

40歳代 62.5         44.7         39.2         37.5         7.2           76.7         0.0           

50歳代 55.5         53.9         39.7         27.0         3.2           63.5         1.6           

60歳代 53.1         46.9         21.9         10.9         3.2           40.7         3.2           

70歳代 33.7         26.5         9.6           0.0           0.0           13.2         1.2           

80歳代 52.8         36.2         2.8           2.8           0.0           5.6           2.8           

90歳以上 46.2         46.2         0.0           0.0           0.0           0.0           7.7           

全体

男性

女性
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問 18 あなたには、将来、あなたが病気で入院が必要な際に手続きをしてくれる人や、亡

くなった時に葬儀や死後の手続きを行ってくれる人（いわゆる「身元保証人や緊急連絡

先になってくれる人」）はいますか。（ひとつだけ○） 

身元保証人や緊急連絡先になってくれる人の有無についてみると、全体では「いる」が 89.2％と

最も高く、次いで「わからない・これまで考えたことがない」が 6.1％、「いない」が 4.4％となっ

ています。 

 

世帯構成別 

世帯構成別にみると、【夫婦のみ】では「いる」が 92.8％、【二世代世帯】では「いる」が 88.2％、

【三世代世帯】では「いる」が 94.0％、【単身世帯】では「いる」が 87.3％、【ひとり親世帯】

では「いる」が 88.9％とそれぞれ最も高くなっています。 

 

  

89.2 4.4 6.1 0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=659）

いる

いない

わからない・これまで考えたことがない

不明・無回答

いる いない

わからな
い・これま
で考えたこ
とがない

不明・無回
答

夫婦のみ
（N=166）

92.8 3.0 3.6 0.6

二世代世帯
（N=263）

88.2 3.8 7.6 0.4

三世代世帯
（N=50）

94.0 2.0 4.0 0.0

単身世帯
（N=102）

87.3 6.9 5.9 0.0

ひとり親世帯
（N=45）

88.9 6.7 4.4 0.0

その他
（N=20）

75.0 5.0 20.0 0.0

世
帯
構
成
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問 19 問 18 で「身元保証人等」になってくれそうな人がいる、と答えた人に質問します。

それはどのような人ですか。（あてはまるすべてに○） 

身元保証人や緊急連絡先になってくれる人とはどのような関係かについてみると、全体では「子」

が 68.0％と最も高く、次いで「配偶者」が 58.0％、「兄弟姉妹」が 33.2％となっています。 

 

 

世帯構成別 

世帯構成別にみると、【夫婦のみ】では「配偶者」が 82.5％、【二世代世帯】では「配偶者」が

75.9％、【三世代世帯】では「子」が 89.4％、【単身世帯】では「子」が 55.1％、【ひとり親世帯】

では「子」が 85.0％とそれぞれ最も高くなっています。 

  

21.6 

33.2 

58.0 

68.0 

5.3 

2.6 

0.9 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80%

親

兄弟姉妹

配偶者

子

甥姪等

友人・知人

その他

不明・無回答

全体（N=588）

親 兄弟姉妹 配偶者 子 甥姪等 友人・知人 その他
不明・無回
答

夫婦のみ
（N=154）

8.4 30.5 82.5 76.6 6.5 1.9 0.0 0.6

二世代世帯
（N=232）

38.4 37.5 75.9 62.9 2.2 2.2 0.0 0.9

三世代世帯
（N=47）

21.3 25.5 55.3 89.4 2.1 2.1 2.1 0.0

単身世帯
（N=89）

11.2 34.8 3.4 55.1 11.2 6.7 3.4 2.2

ひとり親世帯
（N=40）

12.5 25.0 5.0 85.0 2.5 0.0 0.0 5.0

その他
（N=15）

0.0 40.0 20.0 40.0 13.3 0.0 6.7 6.7

世
帯
構
成
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問20 あなたは"地域型包括支援センター"を知っていましたか。（あてはまるすべてに○） 

地域包括支援センターの認知状況についてみると、全体では「知らなかった」が 46.6％と最も高

く、次いで「名称だけ知っている」が 28.5％、「活動内容を知っている」が 13.8％となっています。 

 

年齢別 

年齢別にみると、いずれの年齢においても「知らなかった」がそれぞれ最も高くなっています。

個別にみると、【20 歳未満】では「知らなかった」が 55.6％、【20 歳代】では「知らなかった」

が 73.8％、【30 歳代】では「知らなかった」が 56.5％、【40 歳代】では「知らなかった」が 48.4％、

【50 歳代】では「知らなかった」が 45.2％、【60 歳代】では「知らなかった」が 42.5％、【70 歳

代】では「知らなかった」が 41.1％、【80 歳代】では「知らなかった」が 42.4％、【90 歳以上】

では「知らなかった」が 37.5％とそれぞれ最も高くなっています。 

 

  

6.7 

13.8 

28.5 

46.6 

4.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

相談したことがある

活動内容を知っている

名称だけ知っている

知らなかった

不明・無回答

全体（N=659）

N=
相談したこ
とがある

活動内容を
知っている

名称だけ
知っている

知らなかっ
た

不明・無回
答

20歳未満
（N=9）

11.1 22.2 11.1 55.6 0.0

20歳代
（N=42）

2.4 7.1 16.7 73.8 0.0

30歳代
（N=46）

6.5 15.2 21.7 56.5 0.0

40歳代
（N=91）

7.7 16.5 26.4 48.4 1.1

50歳代
（N=104）

10.6 13.5 29.8 45.2 1.0

60歳代
（N=113）

8.0 14.2 31.9 42.5 4.4

70歳代
（N=146）

2.7 14.4 33.6 41.1 8.9

80歳代
（N=66）

7.6 13.6 25.8 42.4 12.1

90歳以上
（N=16）

12.5 12.5 31.3 37.5 6.3

年
齢
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居住地区 

居住地区別にみると、【第一小学校区】では「知らなかった」が 58.9％、【第二小学校区】では

「知らなかった」が 45.5％、【第三小学校区】では「知らなかった」が 57.7％、【日新小学校区】

では「知らなかった」が 54.2％、【北中小学校区】では「知らなかった」が 37.1％、【長坂小学

校区】では「知らなかった」が 49.0％、【日根野小学校区】では「知らなかった」が 48.2％、【長

南小学校区】では「知らなかった」が 41.7％、【上之郷小学校区】では「名称だけ知っている」

が 57.1％、【大木小学校区】では「名称だけ知っている」が 66.7％、【佐野台小学校区】では「知

らなかった」が 38.7％、【末広小学校区】では「知らなかった」が 36.0％、【中央小学校区】で

は「知らなかった」が 43.8％とそれぞれ最も高くなっています。 

 

  

N=
相談したこ
とがある

活動内容を
知っている

名称だけ
知っている

知らなかっ
た

不明・無回
答

第一小学校区
（N=56）

7.1 1.8 26.8 58.9 5.4

第二小学校区
（N=77）

6.5 15.6 29.9 45.5 2.6

第三小学校区
（N=26）

7.7 15.4 19.2 57.7 0.0

日新小学校区
（N=59）

1.7 8.5 27.1 54.2 8.5

北中小学校区
（N=35）

8.6 22.9 20.0 37.1 11.4

長坂小学校区
（N=49）

2.0 20.4 24.5 49.0 4.1

日根野小学校区
（N=85）

7.1 12.9 31.8 48.2 1.2

長南小学校区
（N=48）

8.3 8.3 37.5 41.7 4.2

上之郷小学校区
（N=14）

0.0 14.3 57.1 28.6 0.0

大木小学校区
（N=6）

0.0 16.7 66.7 16.7 0.0

佐野台小学校区
（N=31）

6.5 19.4 22.6 38.7 12.9

末広小学校区
（N=50）

16.0 16.0 28.0 36.0 6.0

中央小学校区
（N=64）

7.8 20.3 26.6 43.8 3.1

居
住
地
区
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問 21 あなたは"ユニバーサルデザイン"という言葉を知っていますか。（ひとつだけ○） 

ユニバーサルデザインの認知状況についてみると、全体では「知らない」が 53.6％と最も高く、

次いで「なんとなく聞いたことがある」が 27.8％、「どんなものか説明できる」が 16.8％となって

います。 

なお、前回結果との大きな違いは見られません。 

 

 

 

 

 

 

年齢別 

年齢別にみると、【20 歳未満】では「どんなものか説明できる」が 66.7％、【20 歳代】では「な

んとなく聞いたことがある」が 38.1％と、【30 歳代】では「どんなものか説明できる」「知らな

い」がともに 34.8％、【40 歳代】では「なんとなく聞いたことがある」が 44.0％、【50 歳代】で

は「知らない」が 43.3％、【60 歳代】では「知らない」が 54.9％、【70 歳代】では「知らない」

が 72.6％、【80 歳代】では「知らない」が 77.3％、【90 歳以上】では「知らない」が 81.3％と

それぞれ最も高くなっています。 

 

  

N=
どんなもの
か説明でき
る

なんとなく
聞いたこと
がある

知らない
不明・無回
答

20歳未満
（N=9）

66.7 22.2 11.1 0.0

20歳代
（N=42）

35.7 38.1 26.2 0.0

30歳代
（N=46）

34.8 30.4 34.8 0.0

40歳代
（N=91）

20.9 44.0 33.0 2.2

50歳代
（N=104）

25.0 31.7 43.3 0.0

60歳代
（N=113）

16.8 28.3 54.9 0.0

70歳代
（N=146）

4.1 19.2 72.6 4.1

80歳代
（N=66）

1.5 18.2 77.3 3.0

90歳以上
（N=16）

6.3 6.3 81.3 6.3

年
齢

16.8

16.3

27.8

27.3

53.6

52.4

1.8

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（N=659）

前回結果（N=620）

どんなものか説明できる なんとなく聞いたことがある

知らない 不明・無回答
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４ 自殺対策 

問 22 今までの人生の中で、死にたい気持ちになったことや実際に自殺しようと考えたこ

とがありますか。（ひとつだけ○） 

自殺をしようと考えた経験についてみると、全体では「考えたことがない」が 59.9％と最も高く、

次いで「死にたい気持ちになったことがある」が 24.9％、「実際に自殺しようと考えたことがある」

が 3.2％となっています。 

 

世帯構成別 

世帯構成別にみると、【夫婦のみ】では「考えたことがない」が 63.9％、【二世代世帯】では

「考えたことがない」が 61.6％、【三世代世帯】では「考えたことがない」が 46.0％、【単身世

帯】では「考えたことがない」が 52.0％、【ひとり親世帯】では「考えたことがない」が 64.4％

とそれぞれ最も高くなっています。 

 

 

 

 

  

59.9 24.9 3.2 12.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=659）

考えたことがない

死にたい気持ちになったことがある

実際に自殺しようと考えたことがある

不明・無回答

考えたこと
がない

死にたい気
持ちになっ
たことがあ
る

実際に自
殺しようと
考え方事
がある

不明・無回
答

夫婦のみ
（N=166）

63.9 21.7 2.4 12.0

二世代世帯
（N=263）

61.6 26.6 2.7 9.1

三世代世帯
（N=50）

46.0 36.0 2.0 16.0

単身世帯
（N=102）

52.0 19.6 6.9 21.6

ひとり親世帯
（N=45）

64.4 28.9 2.2 4.4

その他
（N=20）

70.0 20.0 0.0 10.0

世
帯
構
成
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近所との関わり 

近所との関わり別でみると、【お互いの家を訪問しあう人がいる】では「考えたことがない」

が 67.7％、【道で会うと話をする人がいる】では「考えたことがない」が 61.4％、【あいさつ程

度をする人がいる】では「考えたことがない」が 59.0％、【近隣で上記のような人はいない】で

は「考えたことがない」が 47.5％と最も高く、次いで「死にたい気持ちになったことがある」が

25.4％となっています。 

 

男性年齢別 

男性の年齢別にみると、【20 歳未満】では「考えたことがない」が 50.0％、【20 歳代】では「考

えたことがない」が 77.8％、【30 歳代】では「考えたことがない」が 47.1％、【40 歳代】では

「考えたことがない」が 60.0％、【50 歳代】では「考えたことがない」が 66.7％、【60 歳代】で

は「考えたことがない」が 71.4％、【70 歳代】では「考えたことがない」が 79.4％、【80 歳代】

では「考えたことがない」が 63.3％、【90 歳以上】では「考えたことがない」が 100.0％とそれ

ぞれ最も高くなっています。 

  

N=
考えたこと
がない

死にたい気
持ちになっ
たことがあ
る

実際に自
殺しようと
考えたこと
がある

不明・無回
答

お互いの家を訪
問しあう人がいる
（N=93）

67.7 17.2 2.2 12.9

道で会うと話をす
る人がいる
（N=220）

61.4 26.8 0.5 11.4

あいさつ程度をす
る人がいる
（N=266）

59.0 25.2 3.8 12.0

近隣で上記のよ
うな人はいない
（N=59）

47.5 25.4 11.9 15.3

近
所
と
の
関
わ
り

N=
考えたこと
がない

死にたい気
持ちになっ
たことがあ
る

実際に自
殺しようと
考えたこと
がある

不明・無回
答

20歳未満
（N=2）

50.0 0.0 0.0 50.0

20歳代
（N=18）

77.8 22.2 0.0 0.0

30歳代
（N=17）

47.1 29.4 11.8 11.8

40歳代
（N=35）

60.0 25.7 5.7 8.6

50歳代
（N=39）

66.7 25.6 5.1 2.6

60歳代
（N=49）

71.4 16.3 0.0 12.2

70歳代
（N=63）

79.4 11.1 0.0 9.5

80歳代
（N=30）

63.3 13.3 0.0 23.3

90歳以上
（N=3）

100.0 0.0 0.0 0.0

男
性
年
齢
別
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女性年齢別 

女性の年齢別にみると、【20 歳未満】では「死にたい気持ちになったことがある」が 57.1％、

【20 歳代】では「考えたことがない」が 65.2％、【30 歳代】では「死にたい気持ちになったこ

とがある」が 48.3％、【40 歳代】では「考えたことがない」が 51.8％、【50 歳代】では「考えた

ことがない」が 54.0％、【60 歳代】では「考えたことがない」が 59.4％、【70 歳代】では「考え

たことがない」が 66.3％、【80 歳代】では「考えたことがない」が 50.0％、【90 歳以上】では

「死にたい気持ちになったことがある」が 38.5％とそれぞれ最も高くなっています。 

 

 

参考：死にたい気持ちになったことや自殺を考えたことがあるか×性・年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「死にたい気持ちになったことがある」「実際に自殺しようと考えたことがある」の合算を掲載 

 

  

N=
考えたこと
がない

死にたい気
持ちになっ
たことがあ
る

実際に自
殺しようと
考えたこと
がある

不明・無回
答

20歳未満
（N=7）

42.9 57.1 0.0 0.0

20歳代
（N=23）

65.2 13.0 4.3 17.4

30歳代
（N=29）

31.0 48.3 13.8 6.9

40歳代
（N=56）

51.8 33.9 1.8 12.5

50歳代
（N=63）

54.0 34.9 1.6 9.5

60歳代
（N=64）

59.4 28.1 3.1 9.4

70歳代
（N=83）

66.3 21.7 2.4 9.6

80歳代
（N=36）

50.0 16.7 2.8 30.6

90歳以上
（N=13）

30.8 38.5 0.0 30.8

女
性
年
齢
別

0.0

22.2
41.2

31.4 30.7

16.3
11.1 13.3 0.0

57.1

17.3

62.1

35.7 36.5
31.2

24.1
19.5

38.5

0

20

40

60

80

20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳代 90歳以上

男性

女性

（％）
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問 23 問 22 での回答について、原因として、新型コロナウイルス感染症拡大の影響があ

ったと思いますか。（ひとつだけ○） 

自殺をしようと思ったのは、新型コロナウイルス感染症拡大の影響によるものかについてみると、

全体では「影響はなかった」が 85.9％と最も高く、次いで「影響があった」が 8.1％、「わからない」

が 3.8％となっています。 

 

問 22 で「02．死にたい気持ちになったことがある」又は「03．実際に自殺しようと考えたことがある」と答え

た人に質問します。 

問 24 最初にそのように思ったのはいつ頃の時ですか。（ひとつだけ○） 

自殺をしたいと思った時期についてみると、全体では「20 代」が 16.8％と最も高く、次いで「中

学生のころ」が 16.2％、「30 代」が 12.4％となっています。 

  

8.1 85.9 3.8 2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=185）

影響があった 影響はなかった わからない 不明・無回答

6.5 

16.2 

7.0 

3.2 

16.8 

12.4 

10.3 

8.6 

1.6 

9.7 

5.4 

2.2 

0% 5% 10% 15% 20%

小学生のころ

中学生のころ

高校生のころ

10代後半

20代

30代

40代

50代

60代

70代～

わからない・覚えていない

不明・無回答

全体（N=185）
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年齢別 

年齢別にみると、【20 歳未満】では「中学生のころ」が 75.0％、【20 歳代】では「高校生のこ

ろ」が 44.4％、【30 歳代】では「中学生のころ」が 40.0％、【40 歳代】では「40 代」が 22.6％、

【50 歳代】では「30 代」が 19.4％、【60 歳代】では「30 代」が 21.4％、【70 歳代】では「70

代～」が 18.5％、【80 歳代】では「70 代～」が 54.5％とそれぞれ最も高くなっています。 

  

小学生のこ
ろ

中学生のこ
ろ

高校生のこ
ろ

10代後半 20代 30代

20歳未満（N=4） 0.0 75.0 25.0 0.0 0.0 0.0

20歳代（N=9） 11.1 22.2 44.4 11.1 11.1 0.0

30歳代（N=25） 8.0 40.0 8.0 4.0 32.0 4.0

40歳代（N=31） 6.5 19.4 3.2 3.2 19.4 19.4

50歳代（N=36） 16.7 16.7 5.6 0.0 16.7 19.4

60歳代（N=28） 0.0 3.6 3.6 7.1 17.9 21.4

70歳代（N=27） 0.0 0.0 7.4 3.7 7.4 11.1

80歳代（N=11） 0.0 9.1 0.0 0.0 0.0 0.0

90歳以上（N=5） 0.0 0.0 0.0 0.0 20.0 0.0

40代 50代 60代 70代～
わからな
い・覚えて
いない

不明・無回
答

20歳未満（N=4） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

20歳代（N=9） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

30歳代（N=25） 0.0 0.0 0.0 0.0 4.0 0.0

40歳代（N=31） 22.6 0.0 0.0 0.0 6.5 0.0

50歳代（N=36） 8.3 13.9 0.0 0.0 0.0 2.8

60歳代（N=28） 17.9 14.3 7.1 0.0 3.6 3.6

70歳代（N=27） 14.8 18.5 0.0 29.6 7.4 0.0

80歳代（N=11） 0.0 9.1 0.0 54.5 18.2 9.1

90歳以上（N=5） 0.0 20.0 20.0 0.0 20.0 20.0

年
齢
別

年
齢
別
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問 22 で「02.死にたい気持ちになったことがある」又は「03.実際に自殺しようと考えたことがある」と答えた

人に質問します。 

問 25 そう思うほど悩まれた原因は何ですか。（あてはまるすべてに○） 

自殺をしたいと思うに至った原因についてみると、全体では「家族関係の不和」が 33.0％と最も

高く、次いで「経済的な問題」が 21.6％、「学校に関するもの（いじめ、学業不振等）」が 20.0％と

なっています。 

 

  

33.0 

7.0 

3.2 

11.4 

21.6 

11.4 

10.3 

3.2 

5.9 

20.0 

5.4 

18.4 

0.0 

6.5 

3.2 

0% 10% 20% 30% 40%

家族関係の不和

子育てに関すること

家族の介護・看病等

自分の病気の悩み

経済的な問題

仕事の不振

職場の人間関係

長時間労働等、労働環境に関す

ること

交際関係（恋愛）に関すること

学校に関するもの（いじめ、学業

不振等）

進学・就職に関すること

孤独感に関すること

性自認・性的志向に関すること

その他

不明・無回答

全体（N=185）
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男性年齢別 

男性の年齢別にみると、【20 歳代】では「家族関係の不和」が 25.0％、【30 歳代】では「家族

関係の不和」が 42.9％、【40 歳代】では「経済的な問題」が 36.4％、【50 歳代で】は「仕事の不

振」が 41.7％、【60 歳代】では「職場の人間関係」が 50.0％、【70 歳代】では「家族関係の不和」

が 28.6％、【80 歳代】では「自分の病気の悩み」が 50.0％とそれぞれ最も高くなっています。 

 

  

N=
家族関係
の不和

子育てに関
すること

家族の介
護・看病等

自分の病
気の悩み

経済的な
問題

仕事の不
振

職場の人
間関係

長時間労
働等、労働
環境に関
すること

20歳未満
（N=）

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

20歳代
（N=4）

25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 25.0 0.0

30歳代
（N=7）

42.9 0.0 0.0 0.0 28.6 0.0 14.3 28.6

40歳代
（N=11）

0.0 0.0 0.0 9.1 36.4 36.4 18.2 0.0

50歳代
（N=12）

8.3 0.0 0.0 8.3 16.7 41.7 8.3 0.0

60歳代
（N=8）

25.0 0.0 0.0 12.5 12.5 25.0 50.0 12.5

70歳代
（N=7）

28.6 14.3 14.3 28.6 28.6 28.6 0.0 14.3

80歳代
（N=4）

25.0 0.0 25.0 50.0 25.0 0.0 0.0 0.0

90歳以上
（N=0）

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

男
性
年
齢
別

N=
交際関係
（恋愛）に
関すること

学校に関
するもの
（いじめ、学
業不振等）

進学・就職
に関するこ
と

孤独感に
関すること

性自認・性
的志向に
関すること

その他
不明・無回
答

20歳未満
（N=）

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

20歳代
（N=4）

0.0 25.0 0.0 25.0 0.0 0.0 0.0

30歳代
（N=7）

28.6 42.9 14.3 14.3 0.0 14.3 0.0

40歳代
（N=11）

0.0 9.1 0.0 36.4 0.0 27.3 0.0

50歳代
（N=12）

8.3 25.0 8.3 16.7 0.0 8.3 0.0

60歳代
（N=8）

0.0 0.0 12.5 0.0 0.0 0.0 12.5

70歳代
（N=7）

0.0 0.0 14.3 0.0 0.0 14.3 0.0

80歳代
（N=4）

0.0 0.0 0.0 25.0 0.0 0.0 0.0

90歳以上
（N=0）

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

男
性
年
齢
別
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女性年齢別 

女性の年齢別にみると、【20 歳未満】では「家族関係の不和」「進学・就職に関すること」が

ともに 50.0％、【20 歳代】では「家族関係の不和」が 75.0％、【30 歳代】では「学校に関するも

の（いじめ、学業不振等）」が 50.0％、【40 歳代】では「学校に関するもの（いじめ、学業不振

等）」が 45.0％、【50 歳代】では「家族関係の不和」が 56.5％、【60 歳代】では「家族関係の不

和」が 50.0％、【70 歳代】では「家族関係の不和」が 30.0％、【80 歳代】では「家族関係の不和」

「自分の病気の悩み」「孤独感に関すること」がそれぞれ 28.6％、【90 歳以上】では「孤独感に

関すること」が 60.0％とそれぞれ最も高くなっています。 

 

 

 

N=
家族関係
の不和

子育てに関
すること

家族の介
護・看病等

自分の病
気の悩み

経済的な
問題

仕事の不
振

職場の人
間関係

長時間労
働等、労働
環境に関
すること

20歳未満
（N=4）

50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

20歳代
（N=4）

75.0 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 0.0 0.0

30歳代
（N=18）

16.7 5.6 0.0 0.0 11.1 5.6 11.1 0.0

40歳代
（N=20）

40.0 15.0 5.0 5.0 20.0 5.0 15.0 0.0

50歳代
（N=23）

56.5 13.0 0.0 8.7 30.4 8.7 17.4 8.7

60歳代
（N=20）

50.0 5.0 5.0 15.0 25.0 0.0 0.0 0.0

70歳代
（N=20）

30.0 10.0 5.0 15.0 20.0 5.0 5.0 0.0

80歳代
（N=7）

28.6 0.0 0.0 28.6 14.3 0.0 0.0 0.0

90歳以上
（N=5）

20.0 20.0 20.0 0.0 20.0 0.0 0.0 0.0

女
性
年
齢
別

N=
交際関係
（恋愛）に
関すること

学校に関
するもの
（いじめ、学
業不振等）

進学・就職
に関するこ
と

孤独感に
関すること

性自認・性
的志向に
関すること

その他
不明・無回
答

20歳未満
（N=4）

0.0 0.0 50.0 25.0 0.0 25.0 0.0

20歳代
（N=4）

0.0 25.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0

30歳代
（N=18）

22.2 50.0 5.6 27.8 0.0 0.0 0.0

40歳代
（N=20）

10.0 45.0 15.0 10.0 0.0 0.0 5.0

50歳代
（N=23）

0.0 34.8 0.0 8.7 0.0 4.3 0.0

60歳代
（N=20）

5.0 0.0 0.0 10.0 0.0 10.0 5.0

70歳代
（N=20）

5.0 0.0 0.0 20.0 0.0 10.0 5.0

80歳代
（N=7）

0.0 0.0 0.0 28.6 0.0 0.0 14.3

90歳以上
（N=5）

0.0 0.0 0.0 60.0 0.0 0.0 0.0

女
性
年
齢
別
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世帯構成別 

世帯構成別でみると、【夫婦のみ】では「経済的な問題」が 27.5％、【二世代世帯】では「家族

関係の不和」が 33.8％、【三世代世帯】では「学校に関するもの（いじめ、学業不振等）」が 32.5％、

【単身世帯】では「孤独感に関すること」が 44.4％、【ひとり親世帯】では「家族関係の不和」

が 57.1％とそれぞれ最も高くなっています。 

 

 

  

家族関係
の不和

子育てに関
すること

家族の介
護・看病等

自分の病
気の悩み

経済的な
問題

仕事の不
振

職場の人
間関係

長時間労
働等、労
働環境に
関すること

夫婦のみ
（N=181）

25.0 2.5 2.5 25.0 27.5 15.0 7.5 0.0

二世代世帯
（N=40）

33.8 7.8 2.6 5.2 14.3 10.4 11.7 2.6

三世代世帯
（N=77）

21.1 10.5 0.0 0.0 10.5 10.5 21.1 10.5

単身世帯
（N=19）

40.7 0.0 0.0 18.5 29.6 11.1 11.1 7.4

ひとり親世帯
（N=27）

57.1 21.4 14.3 7.1 50.0 14.3 0.0 0.0

その他
（N=4）

25.0 25.0 25.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0

交際関係
（恋愛）に
関すること

学校に関
するもの（い
じめ、学業
不振等）

進学・就職
に関するこ
と

孤独感に
関すること

性自認・性
的志向に
関すること

その他
不明・無回
答

夫婦のみ
（N=181）

5.0 12.5 0.0 15.0 0.0 5.0 7.5

二世代世帯
（N=40）

9.1 32.5 10.4 15.6 0.0 5.2 1.3

三世代世帯
（N=77）

5.3 26.3 0.0 15.8 0.0 5.3 0.0

単身世帯
（N=19）

3.7 3.7 3.7 44.4 0.0 7.4 3.7

ひとり親世帯
（N=27）

0.0 7.1 7.1 0.0 0.0 7.1 0.0

その他
（N=4）

0.0 0.0 0.0 25.0 0.0 0.0 0.0

世
帯
構
成

世
帯
構
成



65 

自殺念慮別 

自殺念慮別でみると、【死にたい気持ちになったことがある】では「家族関係の不和」が 33.5％、

【実際に自殺しようと考えたことがある】では「経済的な問題」が 38.1％となっています。 

また、【考えたことがない】は有効回答がありませんでした。 

 

 

 

  

N=
家族関係
の不和

子育てに関
すること

家族の介
護・看病等

自分の病
気の悩み

経済的な
問題

仕事の不
振

職場の人
間関係

長時間労
働等、労働
環境に関
すること

考えたことがない
（N=0）

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

死にたい気持ち
になったことがあ
る（N=164）

33.5 7.3 3.7 11.0 19.5 11.6 11.6 3.0

実際に自殺しよう
と考えたことがあ
る（N=21）

28.6 4.8 0.0 14.3 38.1 9.5 0.0 4.8

自
殺
念
慮

N=
交際関係
（恋愛）に
関すること

学校に関
するもの
（いじめ、学
業不振等）

進学・就職
に関するこ
と

孤独感に
関すること

性自認・性
的志向に
関すること

その他
不明・無回
答

考えたことがない
（N=0）

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

死にたい気持ち
になったことがあ
る（N=164）

6.7 20.1 4.9 16.5 0.0 5.5 3.0

実際に自殺しよう
と考えたことがあ
る（N=21）

0.0 19.0 9.5 33.3 0.0 14.3 4.8

自
殺
念
慮
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問 22 で「02.死にたい気持ちになったことがある」又は「03.実際に自殺しようと考えたことがある」と答えた

人に質問します。 

問 26 そのように考えた時、どのようにして思いとどまりましたか。（あてはまるすべて

に○） 

自殺を思いとどまれた理由についてみると、全体では「我慢した」が 45.9％と最も高く、次いで

「家族や友人、職場の同僚など身近な人に悩みを聞いてもらった」が 29.7％、「家族や恋人など身

近な人が悲しむことを考えた」が 20.0％となっています。 

 

  

29.7 

10.8 

2.2 

0.5 

1.1 

20.0 

15.7 

2.7 

18.9 

13.0 

45.9 

5.4 

1.6 

11.9 

6.5 

2.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

家族や友人、職場の同僚など身

近な人に悩みを聞いてもらった

医療機関の医師やカウンセラー

などに相談した

保健所等公的機関に相談した

メンタルヘルスに関する電話相

談やSNS相談を利用した

インターネット上の見知らぬ人に

相談した

家族や恋人など身近な人が悲し

むことを考えた

できるだけ休養をとるようにした

インターネットで対応策を検索し

た

趣味や仕事など他のことで気を

紛らわせるように努めた

将来を楽観的に考えられるよう

にした

我慢した

自殺を試みたが、死にきれな

かった

まだ「思いとどまれた」とは思わ

ない

その他

特に何もしなかった

不明・無回答

全体（N=185）
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年齢別 

年齢別にみると、【20 歳未満】では「家族や友人、職場の同僚など身近な人に悩みを聞いても

らった」が 50.0％、【20 歳代】では「家族や友人、職場の同僚など身近な人に悩みを聞いてもら

った」が 33.3％、【30 歳代】では「家族や友人、職場の同僚など身近な人に悩みを聞いてもらっ

た」「我慢した」がそれぞれ 52.0％、【40 歳代】では「我慢した」が 54.8％、【50 歳代】では「我

慢した」が 52.8％、【60 歳代】では「我慢した」が 39.3％、【70 歳代】では「我慢した」が 40.7％、

【80 歳代】では「家族や恋人など身近な人が悲しむことを考えた」「我慢した」がそれぞれ 45.5％

とそれぞれ最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

家族や友
人、職場の
同僚など身
近な人に
悩みを聞い
てもらった

医療機関
の医師やカ
ウンセラー
などに相談
した

保健所等
公的機関
に相談した

メンタルヘ
ルスに関す
る電話相
談やSNS相
談を利用し
た

インター
ネット上の
見知らぬ
人に相談
した

家族や恋
人など身
近な人が
悲しむこと
を考えた

できるだけ
休養をとる
ようにした

インター
ネットで対
応策を検
索した

20歳未満（N=4） 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

20歳代（N=9） 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 22.2 22.2 11.1

30歳代（N=25） 52.0 12.0 4.0 0.0 4.0 12.0 16.0 8.0

40歳代（N=31） 22.6 12.9 0.0 0.0 0.0 12.9 19.4 0.0

50歳代（N=36） 30.6 13.9 2.8 2.8 2.8 16.7 16.7 2.8

60歳代（N=28） 32.1 3.6 3.6 0.0 0.0 32.1 17.9 3.6

70歳代（N=27） 22.2 22.2 3.7 0.0 0.0 22.2 14.8 0.0

80歳代（N=11） 9.1 0.0 0.0 0.0 0.0 45.5 0.0 0.0

90歳以上（N=5） 40.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 20.0 0.0

趣味や仕
事など他の
ことで気を
紛らわせる
ように努め
た

将来を楽
観的に考え
られるよう
にした

我慢した

自殺を試
みたが、死
にきれな
かった

まだ「思い
とどまれ
た」とは思
わない

その他
特に何もし
なかった

不明・無回
答

20歳未満（N=4） 0.0 0.0 25.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0

20歳代（N=9） 11.1 11.1 22.2 0.0 22.2 33.3 0.0 0.0

30歳代（N=25） 24.0 12.0 52.0 12.0 4.0 4.0 4.0 0.0

40歳代（N=31） 25.8 3.2 54.8 3.2 0.0 12.9 9.7 0.0

50歳代（N=36） 19.4 19.4 52.8 8.3 0.0 13.9 2.8 0.0

60歳代（N=28） 10.7 7.1 39.3 3.6 0.0 17.9 3.6 3.6

70歳代（N=27） 11.1 18.5 40.7 3.7 0.0 7.4 11.1 7.4

80歳代（N=11） 18.2 18.2 45.5 0.0 0.0 18.2 0.0 9.1

90歳以上（N=5） 20.0 0.0 40.0 0.0 0.0 0.0 20.0 0.0

年
齢
別

年
齢
別
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世帯構成別 

世帯構成別にみると、全ての世帯構成で「我慢した」が最も高くなっていますが、【単身世帯】

【ひとり親世帯】では「自殺を試みたが、死にきれなかった」が他の世帯構成と比べて高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

  

家族や友
人、職場の
同僚など身
近な人に
悩みを聞い
てもらった

医療機関
の医師やカ
ウンセラー
などに相談
した

保健所等
公的機関
に相談した

メンタルヘ
ルスに関す
る電話相
談やSNS相
談を利用し
た

インター
ネット上の
見知らぬ
人に相談
した

家族や恋
人など身
近な人が
悲しむこと
を考えた

できるだけ
休養をとる
ようにした

インター
ネットで対
応策を検
索した

夫婦のみ
（N=40）

30.0 15.0 5.0 2.5 2.5 32.5 15.0 2.5

二世代世帯
（N=77）

32.5 9.1 1.3 0.0 0.0 16.9 16.9 2.6

三世代世帯
（N=19）

31.6 5.3 5.3 0.0 0.0 5.3 15.8 0.0

単身世帯
（N=27）

22.2 18.5 0.0 0.0 3.7 18.5 11.1 3.7

ひとり親世帯
（N=14）

28.6 7.1 0.0 0.0 0.0 28.6 14.3 7.1

その他
（N=4）

50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 50.0 0.0

趣味や仕
事など他の
ことで気を
紛らわせる
ように努め
た

将来を楽
観的に考え
られるよう
にした

我慢した

自殺を試
みたが、死
にきれな
かった

まだ「思い
とどまれ
た」とは思
わない

その他
特に何もし
なかった

不明・無回
答

夫婦のみ
（N=40）

20.0 27.5 45.0 2.5 0.0 10.0 2.5 5.0

二世代世帯
（N=77）

23.4 7.8 46.8 3.9 3.9 9.1 7.8 0.0

三世代世帯
（N=19）

21.1 10.5 47.4 0.0 0.0 26.3 5.3 0.0

単身世帯
（N=27）

14.8 7.4 51.9 14.8 0.0 11.1 7.4 3.7

ひとり親世帯
（N=14）

0.0 14.3 35.7 14.3 0.0 14.3 7.1 7.1

その他
（N=4）

25.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

世
帯
構
成

世
帯
構
成
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問 27 自殺対策について、今後どのような対策が求められると思いますか。（３つまで○） 

自殺対策に求められるものについてみると、全体では「相談体制の充実」が 37.2％と最も高く、

次いで「相談窓口情報などの発信」が 25.2％、「自殺予防に関する広報・啓発」が 18.8％となって

います。 

 

 

  

18.8 

3.5 

16.5 

37.2 

25.2 

16.8 

13.1 

16.1 

15.3 

7.9 

9.3 

16.2 

7.4 

18.5 

3.6 

11.5 

0% 10% 20% 30% 40%

自殺予防に関する広報・啓発

自死遺族への支援に関する広

報・啓発

身近な人の自殺を防ぐための対

応の普及

相談体制の充実

相談窓口情報などの発信

学校における自殺予防対策

家庭や地域における子どもの自

殺予防の取り組み

産後うつなど、妊産婦への支援

DV等で家庭が安心できない環

境の人への支援

自殺未遂者への支援

多重債務など生活困窮に対する

相談窓口の充実

高齢者等のうつ予防

グリーフケア（喪失感や悲嘆の

分かち合いや支援）

地域での支え合い・見守りの推

進

その他

不明・無回答

全体（N=659）
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参考：今後求められる自殺対策×自殺念慮の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※問 22 で「死にたい気持ちになったことがある」「実際に自殺しようと考えたことがある」を 

回答した場合を【自殺念慮あり】としている 

 

 

 

  

12.4
4.9

16.8

33.0

19.5 17.8

16.2

21.6
18.4

10.3 10.8

16.8
12.4

10.3

7.6

5.9

23.0

2.3

17.5

41.5

28.6

18.2

12.9
15.4 14.4

6.6 8.9

16.7

5.3

21.8

1.8

10.1

0

10

20

30

40

50

自
殺
予
防
に
関
す
る

広
報
・啓
発

自
死
遺
族
へ
の
支
援
に

関
す
る
広
報
・啓
発

身
近
な
人
の
自
殺
を
防
ぐ

た
め
の
対
応
の
普
及

相
談
体
制
の
充
実

相
談
窓
口
情
報
な
ど
の
発
信

学
校
に
お
け
る
自
殺
予
防
対
策

家
庭
や
地
域
に
お
け
る
子
ど
も
の

自
殺
予
防
の
取
り
組
み

産
後
う
つ
な
ど
、
妊
産
婦
へ
の
支
援

D
V

等
で
家
庭
が
安
心
で
き
な
い

環
境
の
人
へ
の
支
援

自
殺
未
遂
者
へ
の
支
援

多
重
債
務
な
ど
生
活
困
窮
に

対
す
る
相
談
窓
口
の
充
実

高
齢
者
等
の
う
つ
予
防

グ
リ
ー
フ
ケ
ア

地
域
で
の
支
え
合
い
・

見
守
り
の
推
進

そ
の
他

不
明
・無
回
答

自殺念慮あり

自殺念慮なし

（％）
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５ 今後の取り組み 

問 28 あなたの地域で福祉活動を盛んにしていくために、特に必要だと思う取り組みにつ

いて教えてください。（３つまで○） 

地域での福祉活動を盛り上げるために特に必要だと思う取り組みについてみると、全体では「健

康や福祉についての情報提供を充実させる」が 32.5％と最も高く、次いで「高齢者や障害者を支え

るサービスに従事する人材の確保」が 30.5％、「人が集まり、気軽に相談できる場や機会をつくる」

が 30.2％となっています。 

 

  

14.7 

27.0 

13.5 

32.5 

18.8 

30.2 

26.7 

23.7 

30.5 

2.1 

3.0 

8.2 

0% 10% 20% 30% 40%

町会・自治会など地域の互助組

織への加入を促す

隣近所など周囲の理解と協力に

よる見守りなどの支援

ボランティア団体等市民活動へ

の支援を充実させる

健康や福祉についての情報提

供を充実させる

高齢者や障害者等、就職が難し

い人への就労支援

人が集まり、気軽に相談できる

場や機会をつくる

子どもを育てながらも就労できる

ような子育て支援策を充実させ

る

子どもが様々な経験を積んで成

長できる機会をつくる

高齢者や障害者を支えるサービ

スに従事する人材の確保

その他

上記にあてはまるものはない

不明・無回答

全体（N=659）
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居住地区 

居住地区別にみると、【第一小学校区】では「健康や福祉についての情報提供を充実させる」

が 35.7％、【第二小学校区】では「健康や福祉についての情報提供を充実させる」が 40.3％、【第

三小学校区】では「健康や福祉についての情報提供を充実させる」が 46.2％、【日新小学校区】

では「健康や福祉についての情報提供を充実させる」が 37.3％、【北中小学校区】では「健康や

福祉についての情報提供を充実させる」が 40.0％、【長坂小学校区】では「高齢者や障害者を支

えるサービスに従事する人材の確保」が 34.7％、【日根野小学校区】では「隣近所など周囲の理

解と協力による見守りなどの支援」が 36.5％、【長南小学校区】では「健康や福祉についての情

報提供を充実させる」が 41.7％、【上之郷小学校区】では「健康や福祉についての情報提供を充

実させる」「子どもを育てながらも就労できるような子育て支援策を充実させる」がともに

50.0％【大木小学校区】では「ボランティア団体等市民活動への支援を充実させる」「健康や福

祉についての情報提供を充実させる」「高齢者や障害者を支えるサービスに従事する人材の確保」

がそれぞれ 50.0％、【佐野台小学校区】では「人が集まり、気軽に相談できる場や機会をつくる」

「高齢者や障害者を支えるサービスに従事する人材の確保」が 35.5％、【末広小学校区】では「高

齢者や障害者を支えるサービスに従事する人材の確保」が 38.0％、【中央小学校区】では「子ど

もを育てながらも就労できるような子育て支援策を充実させる」「高齢者や障害者を支えるサー

ビスに従事する人材の確保」がともに 29.7％とそれぞれ最も高くなっています。 

 

N=

町会・自治
会など地域
の互助組
織への加
入を促す

隣近所など
周囲の理
解と協力に
よる見守り
などの支援

ボランティ
ア団体等
市民活動
への支援を
充実させる

健康や福
祉について
の情報提
供を充実さ
せる

高齢者や
障害者等、
就職が難し
い人への
就労支援

人が集ま
り、気軽に
相談できる
場や機会を
つくる

子どもを育
てながらも
就労できる
ような子育
て支援策を
充実させる

子どもが
様々な経
験を積んで
成長できる
機会をつく
る

第一小学校区
（N=56）

8.9 19.6 12.5 35.7 12.5 33.9 26.8 23.2

第二小学校区
（N=77）

3.9 27.3 14.3 40.3 19.5 36.4 26.0 32.5

第三小学校区
（N=26）

19.2 26.9 11.5 46.2 15.4 26.9 19.2 7.7

日新小学校区
（N=59）

22.0 28.8 11.9 37.3 25.4 25.4 25.4 22.0

北中小学校区
（N=35）

17.1 31.4 20.0 40.0 8.6 31.4 8.6 17.1

長坂小学校区
（N=49）

26.5 20.4 8.2 22.4 22.4 30.6 30.6 26.5

日根野小学校区
（N=85）

15.3 36.5 10.6 23.5 23.5 27.1 35.3 34.1

長南小学校区
（N=48）

18.8 29.2 14.6 41.7 22.9 18.8 27.1 12.5

上之郷小学校区
（N=14）

7.1 21.4 7.1 50.0 7.1 42.9 50.0 14.3

大木小学校区
（N=6）

0.0 0.0 50.0 50.0 0.0 33.3 0.0 0.0

佐野台小学校区
（N=31）

22.6 29.0 3.2 16.1 12.9 35.5 19.4 19.4

末広小学校区
（N=50）

4.0 24.0 14.0 30.0 16.0 30.0 36.0 24.0

中央小学校区
（N=64）

18.8 25.0 21.9 28.1 20.3 28.1 29.7 28.1

居
住
地
区
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N=

高齢者や
障害者を支
えるサービ
スに従事す
る人材の確
保

その他
上記にあて
はまるもの
はない

不明・無回
答

第一小学校区
（N=56）

28.6 3.6 3.6 8.9

第二小学校区
（N=77）

35.1 1.3 5.2 2.6

第三小学校区
（N=26）

34.6 0.0 7.7 7.7

日新小学校区
（N=59）

18.6 0.0 3.4 6.8

北中小学校区
（N=35）

37.1 2.9 0.0 11.4

長坂小学校区
（N=49）

34.7 0.0 4.1 10.2

日根野小学校区
（N=85）

29.4 3.5 2.4 3.5

長南小学校区
（N=48）

31.3 2.1 2.1 8.3

上之郷小学校区
（N=14）

14.3 14.3 0.0 0.0

大木小学校区
（N=6）

50.0 0.0 16.7 0.0

佐野台小学校区
（N=31）

35.5 6.5 0.0 19.4

末広小学校区
（N=50）

38.0 2.0 2.0 10.0

中央小学校区
（N=64）

29.7 1.6 0.0 6.3

居
住
地
区
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年齢別 

年齢別にみると、【20 歳未満】では「健康や福祉についての情報提供を充実させる」「子ども

を育てながらも就労できるような子育て支援策を充実させる」がそれぞれ 44.4％、【20 歳代】で

は「子どもを育てながらも就労できるような子育て支援策を充実させる」が 50.0％、【30 歳代】

では「子どもを育てながらも就労できるような子育て支援策を充実させる」が 56.5％、【40 歳

代】では「子どもが様々な経験を積んで成長できる機会をつくる」が 40.7％、【50 歳代】では

「高齢者や障害者を支えるサービスに従事する人材の確保」が 404％、【60 歳代】では「健康や

福祉についての情報提供を充実させる」が 38.9％、【70 歳代】では「7 健康や福祉についての情

報提供を充実させる」が 35.6％、【80 歳代】では「人が集まり、気軽に相談できる場や機会をつ

くる」が 34.8％、【90 歳以上】では「高齢者や障害者を支えるサービスに従事する人材の確保」

が 56.3％とそれぞれ最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

町会・自治
会など地域
の互助組
織への加
入を促す

隣近所など
周囲の理
解と協力に
よる見守り
などの支援

ボランティ
ア団体等
市民活動
への支援を
充実させる

健康や福
祉について
の情報提
供を充実さ
せる

高齢者や
障害者
等、就職
が難しい人
への就労
支援

人が集ま
り、気軽に
相談できる
場や機会
をつくる

20歳未満（N=9） 22.2 22.2 22.2 44.4 22.2 22.2

20歳代（N=42） 2.4 23.8 9.5 35.7 33.3 26.2

30歳代（N=46） 6.5 21.7 6.5 30.4 15.2 34.8

40歳代（N=91） 8.8 28.6 12.1 35.2 20.9 29.7

50歳代（N=104） 11.5 25.0 19.2 36.5 26.0 29.8

60歳代（N=113） 15.0 31.9 17.7 38.9 19.5 30.1

70歳代（N=146） 17.8 26.0 11.0 35.6 11.6 28.8

80歳代（N=66） 31.8 31.8 13.6 9.1 13.6 34.8

90歳以上（N=16） 6.3 25.0 6.3 18.8 31.3 25.0

子どもを育
てながらも
就労できる
ような子育
て支援策を
充実させる

子どもが
様々な経
験を積んで
成長できる
機会をつく
る

高齢者や
障害者を
支えるサー
ビスに従事
する人材の
確保

その他
上記にあ
てはまるも
のはない

不明・無回
答

20歳未満（N=9） 44.4 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0

20歳代（N=42） 50.0 42.9 26.2 0.0 4.8 2.4

30歳代（N=46） 56.5 43.5 17.4 6.5 4.3 4.3

40歳代（N=91） 36.3 40.7 20.9 4.4 3.3 5.5

50歳代（N=104） 26.9 24.0 40.4 3.8 2.9 0.0

60歳代（N=113） 24.8 20.4 37.2 0.9 2.7 3.5

70歳代（N=146） 13.0 13.0 30.1 0.0 2.7 15.8

80歳代（N=66） 10.6 10.6 25.8 1.5 1.5 19.7

90歳以上（N=16） 18.8 0.0 56.3 6.3 6.3 18.8

年
齢
別

年
齢
別
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自治会参加 

自治会参加別にみると、【入っているでは「人が集まり、気軽に相談できる場や機会をつくる」

が 31.6％、【入っていない】では「健康や福祉についての情報提供を充実させる」が 36.1％、【わ

からない】では「子どもを育てながらも就労できるような子育て支援策を充実させる」が 38.5％

とそれぞれ最も高くなっています。 

 

 

  

N=

町会・自治
会など地域
の互助組
織への加
入を促す

隣近所など
周囲の理
解と協力に
よる見守り
などの支援

ボランティ
ア団体等
市民活動
への支援を
充実させる

健康や福
祉について
の情報提
供を充実さ
せる

高齢者や
障害者等、
就職が難し
い人への
就労支援

人が集ま
り、気軽に
相談できる
場や機会を
つくる

子どもを育
てながらも
就労できる
ような子育
て支援策を
充実させる

子どもが
様々な経
験を積んで
成長できる
機会をつく
る

入っている
（N=437）

18.8 29.1 12.8 31.4 17.6 31.6 23.8 22.2

入っていない
（N=155）

5.2 21.9 16.1 36.1 22.6 28.4 32.9 27.1

わからない
（N=52）

3.8 21.2 11.5 32.7 21.2 26.9 38.5 28.8

自
治
会
参
加

N=

高齢者や
障害者を支
えるサービ
スに従事す
る人材の確
保

その他
上記にあて
はまるもの
はない

不明・無回
答

入っている
（N=437）

31.1 1.8 2.5 8.0

入っていない
（N=155）

28.4 3.9 4.5 7.1

わからない
（N=52）

30.8 0.0 3.8 11.5

自
治
会
参
加
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近所との関わり 

近所との関わり別でみると、【お互いの家を訪問しあう人がいる】では「隣近所など周囲の理

解と協力による見守りなどの支援」が 43.0％、【道で会うと話をする人がいる】では「健康や福

祉についての情報提供を充実させる」が 34.1％、【あいさつ程度をする人がいる】では「健康や

福祉についての情報提供を充実させる」が 35.0％、【近隣で上記のような人はいない】では「人

が集まり、気軽に相談できる場や機会をつくる」が 35.6％と最も高く、次いで「健康や福祉につ

いての情報提供を充実させる」が 32.2％となっています。 

 

  

N=

町会・自治
会など地域
の互助組
織への加
入を促す

隣近所など
周囲の理
解と協力に
よる見守り
などの支援

ボランティ
ア団体等
市民活動
への支援を
充実させる

健康や福
祉について
の情報提
供を充実さ
せる

高齢者や
障害者等、
就職が難し
い人への
就労支援

人が集ま
り、気軽に
相談できる
場や機会を
つくる

子どもを育
てながらも
就労できる
ような子育
て支援策を
充実させる

子どもが
様々な経
験を積んで
成長できる
機会をつく
る

お互いの家を訪
問しあう人がいる
（N=93）

24.7 43.0 11.8 25.8 17.2 32.3 23.7 20.4

道で会うと話をす
る人がいる
（N=220）

16.8 30.9 11.4 34.1 13.6 32.7 27.7 27.3

あいさつ程度をす
る人がいる
（N=266）

11.3 21.8 15.8 35.0 23.3 27.4 29.7 22.9

近隣で上記のよ
うな人はいない
（N=59）

3.4 13.6 13.6 32.2 23.7 35.6 20.3 25.4

近
所
と
の
関
わ
り

N=

高齢者や
障害者を支
えるサービ
スに従事す
る人材の確
保

その他
上記にあて
はまるもの
はない

不明・無回
答

お互いの家を訪
問しあう人がいる
（N=93）

24.7 2.2 1.1 7.5

道で会うと話をす
る人がいる
（N=220）

29.1 2.7 1.8 7.3

あいさつ程度をす
る人がいる
（N=266）

34.2 0.8 3.4 7.9

近隣で上記のよ
うな人はいない
（N=59）

28.8 3.4 8.5 8.5

近
所
と
の
関
わ
り
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問 29 以下は、泉佐野市における福祉・医療関係者の会議等において、地域の福祉課題と

して挙げられたテーマです。あなたが、取り組みが必要だと思うテーマを教えてくださ

い。（３つまで○） 

地域の福祉課題として取り組みが必要だと思うテーマについてみると、全体では「ヤングケアラ

ー（家族の世話や介護をしている子ども・若者）への支援」が 48.0％と最も高く、次いで「様々な

事情で学校に行きづらい子どもへの支援」が 41.7％、「公的機関・相談窓口の連携強化及び窓口体

制の強化」が 33.4％となっています。 

 

  

41.7 

48.0 

29.7 

33.4 

30.5 

12.3 

4.7 

5.2 

11.5 

5.0 

7.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

様々な事情で学校に行きづらい

子どもへの支援

ヤングケアラー（家族の世話や

介護をしている子ども・若者）へ

の支援

ひきこもり状態にある人の社会

参加や就労のための支援

公的機関・相談窓口の連携強化

及び窓口体制の強化

身元保証人や緊急連絡先のい

ない単身世帯に対する支援

飼い主の病気等によって飼育が

困難になったペットの保護や支

援

性的多様性に対する理解・配慮

再犯防止のために、犯罪をした

人への更生支援

外国人住民の言語や文化に対

する理解・配慮

上記にあてはまるものはない

不明・無回答

全体（N=659）
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年齢別 

年齢別にみると、【20 歳未満】では「様々な事情で学校に行きづらい子どもへの支援」が 66.7％、

【20 歳代】では「ヤングケアラー（家族の世話や介護をしている子ども・若者）への支援」が

54.8％、【30 歳代】では「様々な事情で学校に行きづらい子どもへの支援」が 65.2％、【40 歳代】

では「様々な事情で学校に行きづらい子どもへの支援」が 59.3％、【50 歳代】では「ヤングケア

ラー（家族の世話や介護をしている子ども・若者）への支援」が 52.9％、【60 歳代】では「ヤン

グケアラー（家族の世話や介護をしている子ども・若者）への支援」が 52.2％、【70 歳代】では

「ヤングケアラー（家族の世話や介護をしている子ども・若者）への支援」が 41.8％、【80 歳代】

では「公的機関・相談窓口の連携強化及び窓口体制の強化」が 34.8％、【90 歳以上】では「ヤン

グケアラー（家族の世話や介護をしている子ども・若者）への支援」が 50.0％と最も高く、次い

で「ひきこもり状態にある人の社会参加や就労のための支援」が 43.8％となっています。 

 

N=

様々な事
情で学校に
行きづらい
子どもへの
支援

ヤングケア
ラー（家族
の世話や
介護をして
いる子ど
も・若者）へ
の支援

ひきこもり
状態にある
人の社会
参加や就
労のための
支援

公的機関・
相談窓口
の連携強
化及び窓
口体制の
強化

身元保証
人や緊急
連絡先の
いない単身
世帯に対
する支援

飼い主の
病気等に
よって飼育
が困難に
なったペッ
トの保護や
支援

性的多様
性に対する
理解・配慮

再犯防止
のために、
犯罪をした
人への更
生支援

20歳未満
（N=9）

66.7 55.6 11.1 22.2 33.3 33.3 11.1 0.0

20歳代
（N=42）

52.4 54.8 38.1 11.9 23.8 21.4 9.5 0.0

30歳代
（N=46）

65.2 60.9 32.6 19.6 26.1 8.7 8.7 13.0

40歳代
（N=91）

59.3 54.9 24.2 31.9 27.5 13.2 8.8 6.6

50歳代
（N=104）

46.2 52.9 33.7 34.6 31.7 25.0 4.8 6.7

60歳代
（N=113）

38.9 52.2 28.3 41.6 38.1 13.3 5.3 7.1

70歳代
（N=146）

27.4 41.8 29.5 37.7 32.9 3.4 0.7 3.4

80歳代
（N=66）

30.3 24.2 30.3 34.8 24.2 1.5 1.5 0.0

90歳以上
（N=16）

31.3 50.0 43.8 37.5 18.8 18.8 0.0 6.3

年
齢
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N=

外国人住
民の言語
や文化に
対する理
解・配慮

上記にあて
はまるもの
はない

不明・無回
答

20歳未満
（N=9）

33.3 0.0 0.0

20歳代
（N=42）

21.4 9.5 2.4

30歳代
（N=46）

13.0 2.2 2.2

40歳代
（N=91）

12.1 4.4 4.4

50歳代
（N=104）

18.3 4.8 1.0

60歳代
（N=113）

12.4 1.8 3.5

70歳代
（N=146）

6.8 5.5 13.7

80歳代
（N=66）

1.5 9.1 22.7

90歳以上
（N=16）

6.3 6.3 6.3

年
齢
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居住地区 

居住地区別にみると、 

【第一小学校区】では「ヤングケアラー（家族の世話や介護をしている子ども・若者）への支

援」が 57.1％、【第二小学校区】では「様々な事情で学校に行きづらい子どもへの支援」が 53.2％、

【第三小学校区】では「ヤングケアラー（家族の世話や介護をしている子ども・若者）への支援」

が 46.2％、【日新小学校区】では「ヤングケアラー（家族の世話や介護をしている子ども・若者）

への支援」が 52.5％、【北中小学校区】では「ヤングケアラー（家族の世話や介護をしている子

ども・若者）への支援」が 48.6％、【長坂小学校区】では「様々な事情で学校に行きづらい子ど

もへの支援」が 49.0％、【日根野小学校区】では「様々な事情で学校に行きづらい子どもへの支

援」が 49.4％、【長南小学校区】では「様々な事情で学校に行きづらい子どもへの支援」が 45.8％、

【上之郷小学校区】では「ヤングケアラー（家族の世話や介護をしている子ども・若者）への支

援」が 78.6％、【大木小学校区】では「ひきこもり状態にある人の社会参加や就労のための支援」

が 66.7％、【佐野台小学校区】では「ヤングケアラー（家族の世話や介護をしている子ども・若

者）への支援」「公的機関・相談窓口の連携強化及び窓口体制の強化」がともに 45.2％、【末広小

学校区】では「様々な事情で学校に行きづらい子どもへの支援」「ヤングケアラー（家族の世話

や介護をしている子ども・若者）への支援」がともに 46.0％、【中央小学校区】では「ヤングケ

アラー（家族の世話や介護をしている子ども・若者）への支援」が 54.7％とそれぞれ最も高くな

っています。 

 

N=

様々な事
情で学校に
行きづらい
子どもへの
支援

ヤングケア
ラー（家族
の世話や
介護をして
いる子ど
も・若者）へ
の支援

ひきこもり
状態にある
人の社会
参加や就
労のための
支援

公的機関・
相談窓口
の連携強
化及び窓
口体制の
強化

身元保証
人や緊急
連絡先の
いない単身
世帯に対
する支援

飼い主の
病気等に
よって飼育
が困難に
なったペッ
トの保護や
支援

性的多様
性に対する
理解・配慮

再犯防止
のために、
犯罪をした
人への更
生支援

第一小学校区
（N=56）

48.2 57.1 33.9 35.7 25.0 12.5 5.4 1.8

第二小学校区
（N=77）

53.2 51.9 32.5 36.4 28.6 16.9 6.5 6.5

第三小学校区
（N=26）

26.9 46.2 30.8 34.6 42.3 7.7 0.0 7.7

日新小学校区
（N=59）

27.1 52.5 23.7 33.9 35.6 16.9 6.8 3.4

北中小学校区
（N=35）

40.0 48.6 25.7 28.6 28.6 5.7 2.9 0.0

長坂小学校区
（N=49）

49.0 38.8 44.9 18.4 32.7 18.4 4.1 4.1

日根野小学校区
（N=85）

49.4 47.1 30.6 31.8 35.3 10.6 7.1 7.1

長南小学校区
（N=48）

45.8 39.6 29.2 39.6 22.9 10.4 2.1 2.1

上之郷小学校区
（N=14）

35.7 78.6 42.9 50.0 0.0 7.1 0.0 7.1

大木小学校区
（N=6）

50.0 16.7 66.7 16.7 33.3 0.0 0.0 0.0

佐野台小学校区
（N=31）

32.3 45.2 16.1 45.2 25.8 9.7 6.5 3.2

末広小学校区
（N=50）

46.0 46.0 30.0 32.0 30.0 14.0 2.0 8.0

中央小学校区
（N=64）

34.4 54.7 23.4 32.8 29.7 15.6 7.8 7.8

居
住
地
区
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N=

外国人住
民の言語
や文化に
対する理
解・配慮

上記にあて
はまるもの
はない

不明・無回
答

第一小学校区
（N=56）

8.9 3.6 1.8

第二小学校区
（N=77）

13.0 2.6 2.6

第三小学校区
（N=26）

3.8 7.7 11.5

日新小学校区
（N=59）

16.9 3.4 8.5

北中小学校区
（N=35）

2.9 11.4 11.4

長坂小学校区
（N=49）

20.4 2.0 10.2

日根野小学校区
（N=85）

9.4 5.9 2.4

長南小学校区
（N=48）

6.3 8.3 6.3

上之郷小学校区
（N=14）

14.3 0.0 0.0

大木小学校区
（N=6）

0.0 0.0 16.7

佐野台小学校区
（N=31）

3.2 9.7 19.4

末広小学校区
（N=50）

10.0 2.0 14.0

中央小学校区
（N=64）

15.6 3.1 7.8

居
住
地
区
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近所との関わり 

近所との関わり別でみると、【お互いの家を訪問しあう人がいる】では「ひきこもり状態にあ

る人の社会参加や就労のための支援」が 43.0％、【道で会うと話をする人がいる】では「ヤング

ケアラー（家族の世話や介護をしている子ども・若者）への支援」が 57.3％、【あいさつ程度を

する人がいる】では「ヤングケアラー（家族の世話や介護をしている子ども・若者）への支援」

が 46.2％、【近隣で上記のような人はいない】では「身元保証人や緊急連絡先のいない単身世帯

に対する支援」が 39.0％とそれぞれ最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

N=

様々な事
情で学校に
行きづらい
子どもへの
支援

ヤングケア
ラー（家族
の世話や
介護をして
いる子ど
も・若者）へ
の支援

ひきこもり
状態にある
人の社会
参加や就
労のための
支援

公的機関・
相談窓口
の連携強
化及び窓
口体制の
強化

身元保証
人や緊急
連絡先の
いない単身
世帯に対
する支援

飼い主の
病気等に
よって飼育
が困難に
なったペッ
トの保護や
支援

性的多様
性に対する
理解・配慮

再犯防止
のために、
犯罪をした
人への更
生支援

お互いの家を訪
問しあう人がいる
（N=93）

40.9 41.9 43.0 26.9 28.0 6.5 2.2 7.5

道で会うと話をす
る人がいる
（N=220）

47.3 57.3 25.9 36.8 27.3 15.5 4.1 5.5

あいさつ程度をす
る人がいる
（N=266）

41.4 46.2 28.2 33.1 33.5 11.7 6.4 4.1

近隣で上記のよ
うな人はいない
（N=59）

32.2 33.9 28.8 33.9 39.0 15.3 5.1 5.1

近
所
と
の
関
わ
り

N=

外国人住
民の言語
や文化に
対する理
解・配慮

上記にあて
はまるもの
はない

不明・無回
答

お互いの家を訪
問しあう人がいる
（N=93）

4.3 7.5 11.8

道で会うと話をす
る人がいる
（N=220）

8.6 4.1 6.8

あいさつ程度をす
る人がいる
（N=266）

15.4 4.9 6.4

近隣で上記のよ
うな人はいない
（N=59）

15.3 5.1 6.8

近
所
と
の
関
わ
り


